
出
稼
ぎ
労
働
と
小
作
経
営
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越
後
頸
城
地
方
を
例
と
し
で

高

沢

裕

一

一　

ﾒ
ぎ
労
働
は
も
っ
ぱ
ら
小
作
経
営
か
ら
放
繍
さ
れ
た
。
小
作
農
家
は
一
方
で
小
規
模
な
農
業
経
営
を
い
と
な
み
、
他
方
で
二
、
三
男
な
ど
の
農
業
余
剰
労
働

へ
が
衡
東
勢
な
ど
へ
繰
ぎ
人
と
し
て
放
出
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
只
ら
し
と
幕
収
入
を
は
か
っ
て
い
た
．
縁
ぎ
労
働
繁
作
単
作
、
農
業
讐
の
加

へ　

ｬ
規
模
性
・
物
納
小
作
料
の
納
入
な
ど
の
蒋
殊
諸
条
件
の
も
と
で
・
小
作
経
営
に
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
農
業
外
冠
傭
労
働
の
特
殊
形
態
で
あ
る
。
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俗
に
「
越
後
名
物
、
大
地
主
・
米
摘
・
遊
女
㌫
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
米
作

単
作
地
帯
の
新
潟
は
近
世
後
期
か
ら
今
次
の
農
地
改
革
ま
で
寄
生
地
主
制
の
発

達
し
た
地
域
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
い
ち
ぢ
る
し
い
出
稼
ぎ
人
の
輩
出
を
い
ま

一
つ
の
特
徴
と
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。
江
戸
の
催
諺
に
「
頼
ま
れ
れ
ば
越
後
か

ら
で
も
米
掲
き
に
く
る
」
と
い
う
が
、
こ
う
し
た
出
稼
ぎ
を
中
心
と
す
る
農
民

離
村
現
象
は
江
戸
時
代
か
ら
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
米
作
農
業
が
最
大
の
産

業
で
、
　
「
越
後
の
馬
鹿
雪
」
と
か
「
踏
む
な
電
線
、
落
ち
る
な
屋
根
へ
」
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
露
の
多
い
新
潟
で
は
、
な
が
い
冬
の
農
閑
期
に
関
東
地
方
な
ど
へ

出
稼
ぎ
に
行
く
こ
と
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
農
繁
期
に
も
村
を
は

な
れ
て
い
る
も
の
、
何
年
も
行
き
先
に
滞
在
す
る
も
の
も
み
ら
れ
、
ま
た
出
稼

ぎ
先
に
住
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
も
の
や
一
家
を
あ
げ
て
転
住
し
て
し
濠
う
も
の

も
あ
る
。
ま
た
職
種
も
米
つ
き
に
か
ぎ
ら
ず
多
種
に
わ
た
っ
て
お
り
、
漸
潟
に



出稼ぎ労働と小作経営（高沢）

が
ぎ
つ
て
い
え
ば
越
後
杜
氏
（
三
島
樵
氏
、
刈
羽
枇
氏
、
頸
城
枝
氏
）
は
有
名

で
あ
り
、
　
「
越
後
屋
根
屋
と
雁
が
ね
は
秋
に
来
り
て
蘇
H
か
え
る
」
と
い
わ
れ
た

屡
振
葺
を
は
じ
め
大
工
、
木
挽
、
　
石
工
、
黒
鍬
や
北
海
道
ニ
シ
ン
場
稼
ぎ
、

そ
の
ほ
か
下
男
・
下
女
奉
公
が
多
か
っ
た
。
特
殊
的
に
は
西
蒲
原
郡
角
田
村
の

「
毒
消
丸
鳳
の
女
行
商
入
、
同
型
月
潟
村
の
角
兵
衛
獅
子
が
あ
っ
た
が
、
一
般

に
単
純
労
働
ば
か
り
で
な
く
多
少
の
技
術
を
と
も
な
っ
た
繊
稼
ぎ
労
働
も
多
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
種
々
の
形
態
で
の
一
時
酌
あ
る
い
は
永
久
的
離
村
・
脱
農
化
現
象

は
、
幕
末
期
に
は
「
他
国
稼
」
「
旅
出
稼
」
あ
る
い
は
出
稼
ぎ
先
が
お
も
に
関

策
地
方
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
関
棄
稼
」
な
ど
と
総
称
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

を
放
幽
す
る
農
家
は
審
生
地
主
捌
の
も
と
で
は
小
作
人
で
あ
っ
た
。
小
作
農
幾

は
家
族
労
働
に
よ
っ
て
小
規
模
な
米
作
農
業
を
経
営
し
地
主
に
米
納
小
作
料
を

納
め
る
一
方
で
、
そ
の
農
業
余
殉
労
働
力
を
蹴
稼
ぎ
労
働
と
し
て
放
出
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
ロ
ベ
ら
し
と
貨
幣
収
入
を
は
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

永
久
的
離
村
形
態
な
ど
は
、
と
く
に
金
銭
酌
仕
送
り
の
な
い
か
ぎ
り
過
剰
人
口

の
た
ん
な
る
放
出
で
あ
6
が
、
た
と
え
数
年
を
経
て
も
い
ず
れ
帰
村
す
る
者
や
、

と
く
に
冬
挙
縫
閑
期
の
出
稼
ぎ
は
農
業
余
剰
労
働
力
の
一
蒔
酌
放
出
と
と
も
に

そ
の
収
益
化
を
翔
的
と
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
農
繁
期
中

の
繊
稼
ぎ
と
農
閑
期
だ
け
の
出
稼
ぎ
と
は
、
そ
の
労
働
力
が
農
業
へ
も
投
入
で

き
る
か
否
か
と
い
う
点
で
彫
上
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
区
別
は

い
さ
さ
か
機
械
的
に
す
ぎ
る
が
、
一
応
の
予
想
な
い
し
注
意
点
と
し
て
指
摘
し

て
お
こ
う
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
は
幕
末
、
・
維
新
期
の
新
潟
に
お
け
る
掛
稼
ぎ
労
働
の
具
体
的

存
在
形
態
と
形
成
過
程
を
し
ら
べ
る
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
新
潟
米
作
単
作
地

帯
の
農
業
構
造
睦
寄
生
地
廻
制
と
の
関
連
漁
に
重
点
を
お
い
て
考
え
る
こ
と
に

す
る
。
当
漁
の
素
材
と
し
て
越
後
頸
城
地
方
を
と
り
あ
げ
、
と
く
に
岩
手
村
を

お
も
な
例
と
し
て
あ
つ
か
う
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
補
助
的
に
三
島
郡
の
ニ
野

村
も
考
察
す
る
。
考
察
の
順
序
は
、
ま
ず
明
治
初
年
の
戸
籍
類
に
よ
っ
て
当
時

の
斑
稼
ぎ
の
存
在
形
態
と
、
農
業
構
造
と
の
関
連
を
し
ら
べ
、
つ
ぎ
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
出
稼
ぎ
の
形
成
過
程
を
領
主
や
村
役
人
（
膣
地
電
）
の
対
応
・
規
制
の

な
か
で
た
ど
り
、
ま
た
寄
生
地
主
制
の
成
立
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

に
す
る
。
な
お
、
涯
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
農
斑
の
離
村
・
脱
農
は
不
法
行
為
と

し
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
史
料
的
に
く
わ
し
い
実
態
は
と

ら
え
に
く
い
。
そ
の
た
め
に
こ
こ
で
の
考
察
も
い
き
お
い
推
測
が
多
く
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
が
、
不
十
分
な
点
は
の
ち
の
機
会
に
お
ぎ
な
う
こ
と
に
し
た
い
。

二

A
　
ま
ず
明
治
初
年
に
お
け
る
頸
城
地
方
の
出
稼
ぎ
の
概
況
を
、
高
田
の
好
古
の

人
庄
田
直
道
が
編
記
し
た
『
頚
城
郡
寄
稿
案
』
　
（
高
田
街
陸
図
欝
館
庄
騨
文
庫
）

か
ら
引
馴
し
て
示
そ
う
。
文
中
の
単
球
・
柿
崎
周
辺
と
は
頚
城
平
野
北
部
の
臼
本
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海
沿
岸
で
あ
り
、
松
ノ
山
郷
は
東
頸
城
の
肉
間
部
、
西
浜
七
谷
は
直
江
津
・
糸

魚
川
闘
の
西
頸
城
の
谷
あ
い
と
海
膨
の
村
々
で
、
大
嶺
郷
、
板
倉
郷
は
平
野
南

蔀
の
漸
井
周
辺
か
ら
束
へ
か
け
て
の
山
麓
か
ら
平
場
の
二
一
で
あ
る
。

　
　
　
出
　
稼

　
総
テ
海
岸
村
落
ハ
勿
論
漁
業
ナ
レ
ト
上
浜
就
中
柿
崎
駅
ノ
者
ハ
関
東
稼
キ
ト

　
テ
男
女
共
十
五
六
歳
二
至
り
関
東
二
行
カ
サ
ル
モ
ノ
ハ
併
門
ヲ
為
サ
・
ル
位
ナ

　
リ
、
多
ク
ハ
尊
宅
一
二
朧
ハ
レ
田
圃
テ
無
能
ナ
ル
ハ
米
揚
ヲ
“
為
ス
ァ
リ
、
是
等

　
ハ
何
レ
ノ
頃
翼
り
初
リ
シ
ャ
交
化
ノ
度
ヨ
リ
漸
次
盛
大
二
赴
キ
墨
．
二
彼
ノ
地

　
（
貼
紙
）
　
　
　
　
二
足
ヲ
止
メ
店
ヲ
開
ク
潜
多
ク
其
除
沢
郷
里
二
及
ヒ

此
憤
習
天
明
虚
聞
ヨ
リ

始
り
保
倉
翠
黛
葉
ナ
リ

丈
通
年
…
圓
釦
川
店
ス
ル
上

記
ルハ

蔑
焼
融
磐
長
打

戸
一
名
貯
金
・
得
ル
事
平
均
壱
人
六
七
両
糊
齢
掛
平
癒
偉
諄
七
同
郷
・

金
融
ハ
殆
ン
ト
旅
稼
金
ヲ
以
テ
ス
ル
ト
云
フ
モ
可
ナ
リ
、
又
西
浜
一
七
谷
【
ヨ
リ

関
幽
艶
筋
へ
轟
小
揚
ト
シ
’
ア
購
凶
撚
ス
ル
モ
ノ
多
シ

一
、
大
工
木
挽
ノ
冬
働
ハ
関
東
或
ハ
信
揚
稀
レ
ニ
ハ
会
津
地
方
へ
出
稼
キ
ス

　
ル
ア
リ
、
而
シ
テ
関
東
ハ
多
ク
ー
コ
旧
年
・
若
ク
ハ
四
五
年
モ
継
続
シ
幾
分
力

　
修
業
ヲ
兼
ヌ
ル
モ
ノ
・
加
〃
シ
、
而
シ
テ
”
此
湘
車
ハ
大
田
》
郷
一
取
倉
…
郷
等
ヨ
リ
多

　
ク
出
ル

漸
次
福
浜
髭
面
肩
ヲ
改
ム
、
是
レ
ニ
亜
ク
ハ
」
松
ノ
山

㈱騨

�
黹
A
菰
ハ
女
ハ
稀
レ
ニ
ー
ア
壮
廊
†
ノ
田
力
エ
丁
↓
「
日
μ
旧
ノ

頃
ヨ
リ
翌
年
⊥
二
四
月
ノ
頃
マ
テ
出
稼
キ
シ
米
揚
若
ク

　
　
ニ
従
轟
米
酒
門
浩
惣
醗
ハ
紺
稲
レ
ナ
リ
、
其
数
殆
ン
ト
毎

　
一
、
是
等
旅
稼
ヨ
リ
帰

　
　
ル
ト
・
キ
ハ
身
滞
ん
艦
影

　
　
ノ
土
産
肺
欝
ヘ
ハ
手
拭

　
　
風
畠
敷
ノ
類
ヲ
親
戚

　
　
知
己
へ
配
ル
ノ
風
ア

　
　
り

こ
の
引
目
玉
文
か
ら
高
田
・

直
江
津
周
辺
濃
村
を
の
ぞ

く
世
話
地
方
一
帯
に
出
稼

ぎ
労
働
が
非
常
に
普
及
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。
お
も
に
関
東
地
方

へ
禺
か
け
て
行
き
、
職
種

は
酒
造
職
人
、
米
揚
、
大

工
、
木
挽
、
石
灰
焼
な
ど

で
、
し
か
も
大
よ
そ
「
郷
し

を
単
位
と
し
た
範
囲
で
職

種
に
地
域
的
特
徴
が
あ
る

よ
う
に
み
う
け
ら
れ
、
も

っ
と
も
さ
か
ん
な
柿
崎
あ

第1表　寄留・仕1稼人放鵬農家

寄留・出稼
人　　　数

43墨

うち，寄留・出稼人を放出する農家

合計塗戸臣民14ムla．人三人il人3ん2人il人
3戸　炉 7戸

・9・｝・戸i1・i・・i・・

村戸数

　26戸

代名年村郡

8320171 4…
2

44117

中頸城郡岩手村

三島郡雲出村

明治5年

〃　7年

三島郡七日諜1村
〃5年1127
ノノ　7壬F　　　127

13s　V

13s
　　2

2　13

5

9

27　1　46

21　1　56

備考1史粍岩手柚覇治5年「柏崎県頸撚縮鮒戸籍」および「第七大． 謾ｪ・」亟妻

　　　　リ他管轄江寄留御言」（文部省史料館佐藤家文需）。望ミ患村は明治7年「新潟県管
　　　　轄第四大恥小九区戸籍之八」，七田市村は明治5年「櫓崎県管轄第拾八区戸籍」，
　　　　明治7年「新潟県管轄第四大慈小九区戸籍之五」（いつれも三島町臼吉支所文警）
　　　2　雲出村と七目市村は同年にかぎらず，10年代までに1入が二度以上離村する例
　　　　も記されているのでそれらをふくめた史料にあらわれたかぎりの延人数である。
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出稼ぎヴタ働と！1、｛乍経當（高沢）

た
り
で
は
、
米
つ
き
に
行
く
の
は
無
能
な
も
の
で
多
く
は
酒
造
雇
な
ど
の
技
術

を
と
も
な
っ
た
労
働
に
就
き
、
大
崎
・
板
倉
郷
の
大
工
・
木
挽
稼
ぎ
も
修
業
を
か

ね
て
い
る
ら
し
い
。
．
と
も
か
く
一
軒
に
一
人
平
均
の
出
稼
ぎ
を
出
し
、
あ
る
い

は
男
女
と
も
一
五
～
一
六
歳
に
な
っ
て
関
葉
稼
ぎ
に
行
か
ね
ば
一
人
前
と
み
と

め
ら
れ
な
い
と
い
う
ほ
ど
盛
行
し
た
出
稼
ぎ
は
、
そ
れ
を
放
出
す
る
諸
家
に
と

っ
て
貨
幣
収
入
の
主
要
な
途
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
史
料
は
冬
季
出
稼
ぎ
を
中
心
に
の
べ
て
い
る
が
、
つ
ぎ
に
明
治
初
年
の

戸
籍
類
に
　
「
寄
留
」
　
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
渚
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
　
こ
の

「
嵜
留
囲
者
は
一
年
以
上
離
村
春
や
転
儒
者
躇
永
久
的
離
村
者
で
、
季
節
的
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

稼
ぎ
を
ふ
く
ま
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
寄
留
・
繊
稼
ぎ
の
輩
出
状
況

を
み
る
た
め
に
、
ま
ず
第
1
表
を
か
か
げ
る
。
岩
手
村
の
寄
留
・
出
稼
人
放
繊

農
家
一
九
戸
は
村
戸
数
の
七
三
％
に
あ
た
る
。
雲
轟
村
は
三
七
％
、
七
繍
南
村

は
二
七
・
六
％
で
岩
手
村
ほ
ど
で
は
な
い
。
ま
た
悪
留
・
娼
稼
人
の
一
戸
当
り

平
均
は
岩
手
村
一
・
七
人
、
雲
出
村
○
・
七
人
、
七
日
衛
村
明
治
五
、
七
年
と

も
○
・
四
人
で
、
岩
手
村
は
離
村
轡
の
か
な
り
多
い
村
で
あ
る
。
こ
う
し
た
村

の
平
均
値
の
な
か
で
、
農
家
ご
と
に
そ
の
放
出
の
累
世
が
ち
が
っ
て
い
る
。
　
一

戸
の
燧
家
か
ら
最
高
五
入
を
放
出
す
る
も
の
も
あ
り
、
二
人
な
い
し
三
人
を
志

す
例
も
め
ず
ら
し
く
な
い
。
そ
し
て
他
方
で
は
ま
っ
た
く
寄
留
・
磁
稼
人
を
出

さ
な
い
漫
家
も
あ
る
。
こ
う
し
た
農
家
ご
と
の
ち
が
い
を
し
ら
べ
る
た
め
に
、

岩
手
村
に
つ
い
て
三
業
構
造
を
か
ん
た
ん
に
し
ら
べ
、
寄
留
・
出
稼
ぎ
が
小
規

模
な
小
作
経
営
か
ら
特
徴
酌
に
放
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ぎ
ら
か
に
し
よ
う
。

　
第
2
表
は
岩
手
村
谷
農
工
の
農
業
黒
蟻
と
家
族
労
働
力
の
状
態
を
し
ら
べ
た

も
の
で
あ
る
が
、
耕
作
反
別
の
う
ち
1
文
吉
の
規
模
は
実
際
に
は
一
町
歩
に
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
②

た
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
修
正
す
れ
ば
村
に
は
一
町
歩
未

満
の
経
営
ば
か
り
で
、
こ
う
し
た
規
模
は
豪
族
労
働
を
こ
え
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
四
反
未
満
の
経
営
は
地
主
と
自
作
に
二
階
つ
つ
の

ほ
か
塾
禰
次
郎
が
い
る
が
、
自
作
農
民
の
規
摸
が
小
作
農
民
の
そ
れ
よ
り
小
さ

く
て
す
む
の
は
小
作
料
を
納
め
る
必
要
が
な
い
た
め
で
あ
り
、
禰
次
郎
は
家
族

七
人
の
う
ち
五
人
が
離
村
し
て
脱
農
寸
前
の
農
家
で
あ
る
。
ま
た
無
作
層
に
あ

た
る
2
5
徳
四
郎
と
2
6
丹
次
郎
は
留
恕
せ
ず
全
戸
寄
留
者
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一

般
小
作
農
斑
は
四
反
～
九
反
余
の
似
寄
つ
た
規
模
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
持
高
は
分
解
が
い
ち
ぢ
る
し
く
、
と
く
に
1
文
吉
（
佐
藤
家
）
は
一
二

町
ち
か
く
を
集
湿
し
て
、
大
多
数
の
農
民
は
無
高
な
い
し
極
小
高
持
と
な
っ
て

い
る
。
岩
手
村
の
農
業
構
造
は
地
瓦
と
小
作
の
ほ
と
ん
ど
全
一
的
な
鵬
係
を
特

徴
と
し
、
持
高
の
極
端
な
分
解
に
対
し
て
経
営
の
分
解
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
村
の
産
業
は
3
松
太
郎
が
鍛
冶
職
を
い
と
な
む
ほ
か

は
す
べ
て
農
業
だ
け
で
、
そ
の
農
業
は
米
作
一
本
や
り
で
あ
っ
た
。
岩
手
柑
の

金
耕
地
に
し
め
る
田
地
の
比
率
は
当
時
九
〇
・
三
％
に
お
よ
ん
で
い
る
。
中
頸

城
郡
全
体
は
照
地
髪
七
二
・
六
％
（
明
治
工
ハ
．
年
『
新
潟
県
統
計
書
「
贈
）
　
で
あ

る
が
平
野
部
に
か
ぎ
れ
ば
さ
ら
に
高
い
比
率
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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第2表岩手村農民の耕地と人i二i

明 治 3 年

農家名

吉文1

吉勇2

郎太松
3
．

4安太郎

5七郎次

6友　七

八
郎
平
八
八
次
太
郎
八
平
無
目
太
八
蔵
吉
八
郎

　
四
　
　
　
　
　
三
　
　
太
五
　
　
　
　
　
次

儀
徴
権
畳
半
作
忠
仁
十
重
由
吉
丑
与
万
万
勘
福

7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2

25徳四郎

26丹次郎

盗
窟

1

合

解
ノニ

4
儒

耕作引網（推定） 棚板洲目病．孫、男［1

町　畝　歩
2．　16．　29

　38．　20

　21．　26

町　畝　歩
20．　83．　26

2．　62．　13

1．　23．　23

83．　10

39．　27

32．　24

90．　14

80．　00

80．　00

75．　14

70．　00

65．　14

60．　00

60．　00

60．　00

60．　00

60．　00

60．　00

60．　00

60．　00

60．　00

50．　00

40．　00

20．　00

43．　23

39．　27

21．　26

5．　14

5．　14

5．　14

地
地
地

主
主
潮

白
同
自
白
同

作

作

f乍

吋

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

バ
・
バ
・
4
4
づ
パ
・
4
つ
4
4
バ
ψ
バ
．
づ
4
弓
4
4
弓

作
作
艶
艶
艶
艶
作
作
艶
艶
艶
艶
艶
艶
作
作
艶
艶

（全戸寄留）

（全戸寄留）

15．　44．　28
2s．　g2．　oo　1

明　治　5　三

家蠣鰯
ミ

ノ
4
5
9ρ
0
6
0

　
　
1

8
7
6
5
6
9
9
5
7
5
5
6
5
7
7
4
6
7

4
9
偏

人
4
旧
聞
5

4
4
25
5
　
　
　
　
5
5
　
5
　
　
　
5
5
　
5

a
4
5
3
3
3
a
a
4
．
　
a
3
4
2
a
L
2
2

嵜留・
出　　稼
　　人

1

1i

り
0
1
1

2
4
4

4
り
詣

M，lfi，．snvl”’M’nv”MliiE

1　史料は明治3年「越後隣満城郡潜屋村戸籍」，　明治5年r柏崎県頸城郡岩手本寸

戸籍」および「策七大区八二匿ヨリ他管轄江寄留御届」　（文㍊霧史料館佐藤家交
　／；1　；’　）　e

2　エタ2戸，引入1戸，入作2芦をのぞく。また騰敷高，iよ1高をのぞく。
3　耕作反転の推定および欝・小作区分の基量～‘iについては，堀江英一一編著『幕末・

維籍の農業構造』所収の摘看1斎参照。なお，賃取・質出下欄の掲掛1ま省略し，農家

　番号11は質山地をもつため虜小作であるが，ここでは小作とした。

4　醐積をしめす数値はすべて，検地帳上の公酌・形式的数値である。

5　在村労働力は！5～50歳を1人，10～14歳と61～65歳を0．5人として計算した。
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IS｛稼ぎ労働と小作経営（ヨ．嚢｝irk）

第3表　岩手村の寒族労働力

寄留・出稼
による労｛動

力　減少率

1戸当り
平均在村
労働力

在村労働力：
1人当り耕．
作　反別　1

労　　働　　力

戸数耕作反別在1労働鷺留縁合 言
階

　人
4．7

　畝　歩
19．　25

3．5 14．　26

％
O

q

19．　08

21，　17

20．　00

20．　23

4．3

2．8

1．0

2．9

8．7

27．7

40．o　t

83．3

40．4

生ぼi2ワ7艦．・t 入i　人
Oi　14

作i311・56・　01　iio．S｝1i11．5

地
・
自

！8

U5

U

5
2
6
5

「
1
3
3
9
1

893653

2．　50．　14

8．　40．　28

　　20．　00

11．　11．　12

遺
⊥

8～10反

4～8反
4反未満

合 i一，1　18

小
　
　
作

備考・第2表より作成

　
米
作
専
業
で
嵜
生
地
壷
制
が

い
ち
ぢ
る
し
く
発
達
し
た
岩
手

村
の
寄
留
・
出
稼
人
は
ほ
と
ん

ど
小
作
経
営
か
ら
放
出
さ
れ
、

小
作
経
営
の
ほ
と
ん
ど
が
寄

留
・
出
稼
人
を
放
出
し
て
い
る
。

寄
留
・
繊
稼
ぎ
は
小
作
経
営
に

特
徴
的
q
で
あ
る
。
し
か
し
溝
じ

小
作
経
営
で
も
そ
の
放
出
度
に

ち
が
い
が
あ
る
。
そ
れ
を
第
3

表
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
家

族
労
働
力
の
欝
留
・
繊
稼
ぎ
に

よ
る
減
少
率
は
地
主
は
ゼ
ロ
、

唐
作
は
八
・
七
％
で
小
作
は
四

〇
・
四
％
で
あ
る
が
、
小
作
経

営
の
う
ち
耕
作
規
模
に
応
じ
て

そ
の
率
に
大
差
が
あ
り
、
八
反

～
一
〇
反
二
七
・
七
％
、
四
反

～
八
反
四
〇
％
、
四
反
未
満
八

三
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
ウ
小
作
経
営
に
特
徴
的
な
寄
留
・
出
稼
ぎ
は
、
そ
の
な
か
で
耕
作
規
模
の
小
ざ

な
も
の
に
よ
り
特
徴
的
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
審
留
・
出
稼
人
を
放
出
し
た

あ
と
の
在
村
農
業
労
働
力
の
一
戸
当
り
平
均
は
、
地
主
が
四
・
七
人
、
自
作
が

三
・
五
人
に
対
し
て
耕
作
規
模
と
し
て
は
そ
れ
よ
り
小
さ
く
な
い
小
作
経
営
は

こ
・
九
人
と
い
ち
ば
ん
す
く
な
い
。
だ
か
ら
在
村
労
働
力
一
人
当
り
耕
作
反
別

は
地
主
二
反
弱
、
自
作
一
反
五
畜
弱
、
小
作
二
反
余
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
地
憲
の
数
姫
は
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
佐
藤
察
の
耕
作
反
別
を
修
正
し
て
、

か
り
に
最
大
限
一
町
歩
耕
作
と
み
れ
ば
一
人
当
り
一
反
一
畝
余
と
な
る
か
ら
、

つ
ま
り
小
作
人
が
二
反
た
が
や
す
と
こ
ろ
を
、
地
主
は
一
反
あ
ま
り
、
工
作
は

一
反
五
畝
た
が
や
せ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
小
作
経
営
の
な
か
で
は
一
戸

当
り
農
業
労
働
力
は
八
反
～
一
〇
反
四
・
三
人
、
四
反
～
八
反
二
・
八
人
、
四

反
未
満
一
人
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一
人
あ
た
り
耕
作
反
別
が
一
反
九
畝
か
ら

二
反
一
口
余
で
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
大
体
お
な
じ
で
あ
る
こ
と
は
、
耕

作
に
最
少
限
必
要
な
だ
け
の
農
業
労
働
力
を
村
に
の
こ
し
余
剰
労
働
力
を
む
だ

な
く
放
拙
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
小
作
農
民
で
あ
っ
て
審
留
・
出
稼

人
を
放
出
し
な
い
二
戸
（
第
2
表
憩
長
八
と
1
4
仁
三
郎
）
は
十
村
労
働
時
数
が

そ
れ
の
属
す
る
階
層
の
平
均
程
度
な
い
し
そ
れ
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
亡
寄
留
・
幽
稼
ぎ
は
農
業
余
剰
労
働
力
の
放
心
で
あ
り
、
そ
れ
は
米

作
一
本
や
り
で
そ
の
他
の
産
業
の
展
開
の
み
ら
れ
な
い
こ
の
地
域
で
は
小
作
経

営
規
模
の
零
細
性
と
、
さ
ら
に
地
主
に
よ
る
小
作
料
版
取
に
よ
っ
て
必
然
化
さ
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れ
た
現
象
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
以
上
の
検
討
の
対
象
は
転
像
藩
や
通
年
離
村
者
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
か

ら
、
こ
の
う
え
さ
ら
に
冬
季
農
閑
期
の
幽
稼
ぎ
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
雪
が

多
く
裏
作
の
で
き
な
い
永
い
冬
、
つ
ま
り
米
作
単
作
と
い
う
特
殊
条
件
が
、
こ

の
蒋
殊
な
労
働
形
態
を
生
み
だ
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
小
作
料
は
周
知
の
ご
と
く
現
物
納
1
1
米
納
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

小
作
人
は
農
業
面
で
は
唯
一
の
生
産
物
で
あ
る
米
を
換
金
す
る
機
会
が
ほ
と
ん

ど
な
い
か
ま
た
は
ご
く
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
他
方
で
は
農
呉
や
金
肥
、

ま
た
米
作
専
業
化
の
条
件
の
も
と
で
は
米
と
少
々
の
自
給
用
の
野
菜
な
ど
の
ほ

か
の
衣
食
住
の
必
需
贔
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
小
作
人
は

家
計
の
金
銭
的
補
充
の
意
味
を
も
つ
て
農
業
外
縫
地
域
外
で
、
と
く
に
一
隠
・

的
・
圃
帰
的
離
村
形
態
で
労
働
力
を
放
瀕
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
永
久
的

　　tl
東京小月1町

上州上灘∫i

〃数沢村
常州下妻宿

上州箕輪村

〃高崎宿
〃藤岡町

上州高崎宿

〃聴聞宿

　　Il

常州北条村i雑

tl　’

〃境宿

小脳村

tt

Ir

　tt
麟　蕪

雑　業
．（土屋徳兵衛方）

雑　業I
i（桝脇方）
1
　　業
i大沢屋傭

（土屋方）

商　傭
（近江屋方）．

常州下妻宿i

武州新町

常州下妻宿

　　It

上州高崎宿

東刺探布

下野鹿沼宿

下総則海道宿

常州下妻宿

上州厩細螺

　　ft
tt

i
雑
酒
I
i
雑

lt

lr

業

造

業

　／1

酒　造

　　業

　lt
tr

tt

II

締考　1史料は第1表に同じ。

　　　3職種の空欄は不明。

2農家番号は策2表にi司じ。
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第4表　岩手村の寄留・出稼入

種
．

先　職鵠讐廼i行

…
傭
業
　
造
業
傭
業

商
雑
　
酒
雑
商
雑

（市川惣音方）

商　傭

雑　業
　　tt

　　Ir

上州高崎宿

〃厩橋宿
武州深谷宿

　　rt
」：州厩橋宿

武州大宮宿

上州沼細宿

〃大田宿
武州月［越宿

〃春野宿
上州宮崎村

〃高崎宿

　　tt

　
　
　
造
業
．

ノ
　
　
　
一
　
　
　
ノ

　
　
　
酒
雑

敦
妹
妹
獅
儲

嫁
徽

妹
　
妹

長女

二女

妹

㍊
㍊
マ
翻
課
兄
兄
㌢
抽
選
幾

妻
歎

こ二男

二男

　
　
男
男
男

弟
弟
　
　
二
三
長

　　　　　　〃
　　　　　　　ロコ　　コドノコ　　　し
　　　　〃　薗i吻1？百

姉　　1根州横浜

男
主

長
戸

鱗
歳
器
娼
2
・
髪
5
6
器
髪
震
瀦
懇
騒
2
9
盟
2
・
4
・
舞
謎
謎
墓
5
6
％
薬
罐
謎
謎
5
深

名
　
ゆ
と
し
作
ね
作
と
か
八
吉
蔵
吉
八
と
き
治
蔵
の
蔵
と
吉
作
吉
郎
り
郎
蔵
吉
吉
郎
郎
く
郎
か
香
吉
吉
郎
洞
く
吉
郎
い

医
」
き
み
毒
か
饗
斜
憲
霊
や
せ
韮
。
と
讐
幕
濫
も
勤
早
番
綴
さ
轡
新
岩
重
騨
東
群

．
騰
．
6
7
　
8
9
n
色
〃
〃
〃
B
〃
〃
〃
捻
舌
掲
〃
・
・
〃
〃
須
〃
〃
羅
〃
％
〃
〃
〃
％
”
”
”
2
6
”
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離
村
薩
転
住
者
も
郷
里
へ
の
金
銭
仕
送
り
を
す
れ
ば
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
う
し

た
点
で
出
稼
ぎ
一
般
は
余
剰
労
働
の
放
出
と
と
も
に
、
そ
の
収
益
化
を
隣
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

B
　
こ
れ
ま
で
審
留
・
出
稼
ぎ
一
般
を
農
業
講
造
の
特
徴
と
の
関
連
か
ら
と
ら

え
て
検
討
し
た
が
、
つ
ぎ
に
寄
留
・
出
稼
ぎ
の
個
別
的
内
容
を
し
ら
べ
よ
う
。

第
4
表
は
岩
手
村
の
寄
留
・
出
稼
人
一
覧
表
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
行
き
先
、

年
齢
、
男
女
、
戸
主
と
の
続
柄
、
お
よ
び
多
少
不
確
実
だ
が
職
種
に
つ
い
て
個

甥
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
一
二
島
郡
の
七
日
市
、
前
出
自
村
の
場
合
も

く
わ
え
て
検
討
し
よ
う
。

茎一＿旦＿Jl亘＿．杖．．＿．t雲1．i：1村
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行
き
先
別
（
策
5
表
）
　
三

力
村
と
も
上
野
蟹
へ
行
く
者
が

だ
ん
ぜ
ん
多
い
こ
と
が
共
通
し

た
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
村
ご

と
に
少
し
つ
つ
ち
が
い
が
あ
り
、

岩
手
村
は
金
員
が
関
東
諸
国
へ

行
っ
て
い
る
が
、
七
子
市
、
難

事
両
村
に
は
北
海
道
へ
行
く
者

も
あ
り
、
雲
臨
村
で
は
一
五
人

を
か
ぞ
え
る
の
に
七
口
市
村
は

二
、
三
名
で
あ
る
。
ま
た
町
場
・

宿
場
へ
行
く
者
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
第
4
表
岩
手
村
で
は
四
三
人
の

う
ち
三
八
人
が
宿
・
町
を
寄
留
先
と
し
、
な
か
で
も
厩
橋
（
前
橋
）
一
〇
人
、

高
崎
八
人
、
下
妻
五
人
な
ど
に
と
く
に
集
中
し
て
い
る
。
七
日
衛
村
は
明
治
七

年
戸
籍
で
は
住
研
不
明
の
一
六
名
を
の
ぞ
く
四
〇
人
の
う
ち
一
＝
一
人
が
町
場
に

逗
留
し
、
上
州
戸
鹿
新
晦
に
五
人
、
大
間
々
町
に
四
人
を
数
え
る
。
雲
出
村
明

治
七
年
戸
籍
で
は
三
一
人
の
住
所
不
明
者
を
の
ぞ
く
五
一
一
人
の
う
ち
四
五
人
ま

で
が
町
場
に
住
み
、
と
く
に
前
橋
に
一
八
人
、
札
幌
に
’
四
人
が
い
る
。
そ
し
て

前
橋
で
は
板
屋
町
太
田
辮
次
郎
方
に
網
入
、
諏
訪
町
井
上
轟
音
方
に
二
人
、
同

町
中
沢
藤
松
方
に
二
人
の
問
村
出
身
薪
が
や
と
わ
れ
て
お
り
、
札
幌
で
も
中
西

吉
之
亟
方
に
五
人
い
る
。
ま
た
上
州
冨
岡
町
寄
留
の
四
人
は
全
員
伊
勢
町
醗
太

郎
方
と
な
っ
て
い
る
な
ど
。
こ
の
よ
う
に
村
に
よ
っ
て
集
中
的
寄
留
地
が
あ
り
、

か
つ
村
に
よ
っ
て
そ
れ
が
ち
が
う
の
は
、
知
己
の
寄
留
先
を
頼
っ
て
出
稼
人
が

後
続
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
総
じ
て
町
場
・
宿
場
に
集
中
し
て
い
る

の
は
、
そ
こ
に
就
職
と
貨
幣
取
得
の
機
会
が
よ
り
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
職
種
別
　
こ
の
点
は
史
料
的
に
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
第
4
衷
岩
手
村
で
は

「
雑
業
」
と
記
さ
れ
た
蒋
が
二
瀬
人
を
か
ぞ
え
る
が
そ
の
具
体
的
内
容
は
わ
か

ら
な
い
。
　
「
商
傭
」
や
奉
公
人
と
思
わ
れ
る
も
の
が
一
〇
人
ほ
ど
と
「
酒
造
」

五
人
が
い
る
。
雲
出
村
は
六
九
人
ま
で
が
職
種
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
七
隣
市

村
明
治
七
年
戸
籍
で
は
二
七
人
だ
け
が
判
明
す
る
が
、
農
、
工
、
商
九
四
つ
つ

と
な
っ
て
お
り
、
工
の
う
ち
職
種
が
某
体
的
に
記
さ
れ
た
も
の
は
材
木
業
三
人
、
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木
挽
三
人
、
大
工
一
人
で

あ
る
。
以
上
の
か
ぎ
り
で

み
る
と
岩
手
村
で
は
酒
造

稼
ぎ
、
七
並
市
村
で
は
木

挽
、
材
木
師
が
特
徴
的
な

技
術
的
労
働
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
岩
手
村
は

頸
城
杜
氏
の
輩
出
地
域
に

属
し
て
お
り
、
七
日
擶
村

で
は
三
島
郡
日
告
支
所
で

の
聞
き
取
り
調
査
（
一
九

五
九
年
七
月
）
で
も
岡
じ

礪
箸
を
得
て
い
る
の
で
、

ま
ず
ま
ち
が
い
な
い
で
あ

ろ
う
、
も
っ
と
も
量
的
に

は
農
商
家
な
ど
の
奉
公
人

が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と

予
想
さ
れ
る
。
諸
種
の
奉

公
人
な
ど
の
比
較
的
単
純

な
労
働
を
共
通
の
職
種
と

し
、
酒
造
、
木
挽
そ
の
他
の
比
較
的
技
術
を
要
す
る
労
働
に
地
域
豹
特
徴
を
も

つ
て
出
稼
人
が
放
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
年
齢
別
（
第
6
表
）
　
三
吉
村
の
年
齢
別
含
計
を
み
る
と
二
〇
～
三
〇
歳
台
の

寄
留
・
出
稼
人
が
多
い
が
、
そ
れ
以
上
の
壮
・
老
年
屑
の
数
も
比
較
的
多
い
こ

と
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
の
わ
け
を
し
ら
べ
る
た
め
に
一
つ
の
操
作
を
耐
え
よ
う
。

七
日
市
、
輸
出
両
村
合
計
欄
の
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
史
料
に
「
行
衛
不
知
」

「
脱
建
永
尋
」
と
注
記
の
あ
る
人
数
で
、
す
べ
て
旧
藩
時
代
に
離
村
し
た
ま
ま

の
者
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
当
時
み
な
三
〇
歳
以
上
で
あ
る
。
こ
う
し
た
永
久

的
離
村
者
を
合
計
か
ら
の
ぞ
け
ば
、
つ
ま
り
近
年
の
離
村
潜
に
か
ぎ
れ
ば
年
齢

別
構
成
は
二
〇
代
に
よ
り
厚
く
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い
ま
一
つ
雲
出
村

戸
籍
で
明
治
七
年
現
在
の
離
村
岩
と
明
治
八
年
以
後
の
離
村
蒋
を
分
け
て
み
る

と
、
前
事
は
壮
・
老
年
鱒
の
数
が
多
く
、
後
暗
は
二
〇
代
を
中
心
と
す
る
年
齢

に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
永
尋
、
行
衛
不
知
の
者
も
村
を
は
な
れ

た
年
齢
は
も
っ
と
若
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
嵜
留
・
繊
稼
人
の
離
村
年
齢

は
一
般
に
青
年
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。
そ
し
て
出
稼
ぎ
先
に
翌

年
も
滞
在
す
る
者
が
か
な
り
い
る
た
め
に
、
特
定
の
年
代
の
構
成
を
み
る
と

壮
・
老
年
層
に
も
厚
く
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
男
女
別
（
第
6
衷
）
　
ど
の
村
で
も
男
が
多
い
が
、
女
の
し
め
る
劇
合
は
七
H

市
村
よ
り
雲
出
村
、
婁
出
村
よ
り
岩
手
村
が
多
く
、
寄
留
・
患
稼
ぎ
の
さ
か
ん

な
村
ほ
ど
女
の
鐵
稼
ぎ
が
ふ
え
る
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
女
は
三
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繍稼ぎ労働と小1乍経営（高沢）

0
歳
以
上
に
多
い
こ
と
が
特
徴
で
（
そ
れ
ら
は
芦
町
上
結
婚
し
て
い
な
い
）
若

い
層
の
娼
稼
ぎ
は
ま
だ
一
般
化
し
て
い
な
い
と
9
1
心
わ
れ
る
が
、
後
述
（
第
9
表
）

の
こ
と
か
ら
岩
手
村
で
当
時
こ
の
程
度
ま
で
女
性
が
離
村
し
て
い
る
こ
と
は
繊

稼
ぎ
の
発
展
の
一
定
度
の
高
さ
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
続
柄
別
（
第
7
蓑
）
　
戸
主
と
の
関
係
で
区
別
し
た
が
、
　
「
二
三
異
」
　
「
娘
」

「
兄
弟
」
「
姉
妹
」
「
叔
父
働
・
縁
者
」
は
総
称
と
し
て
の
コ
一
三
…
男
』
に
属

す
る
も
の
で
あ
り
、
寄
留
・
繍
稼
ぎ
は
こ
の
「
二
三
男
無
に
よ
っ
て
担
漁
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
の
二
三
男
・
娘
と
兄
弟
姉
妹
お

よ
び
叔
父
母
は
総
じ
て
『
二
三
男
』
の
年
齢
刷
の
差
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
兄
弟
姉
妹
と
叔
父
母
の
数
が
第
7
褒
に
比
較
的
多
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の

第7表寄留・田稼人の戸主との続柄

雲llia村
（明治7）

　　　　入

i8i2s

9／i2

2g］27

igii9

｝岩手村
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・
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の
．
人
1
3
8
1
3
6

翠
掛
掛
場
掛
6

晦
．　

　
重

罰
柄

続

g／i3
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g／i2
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不 明
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は
さ
き
に
み
た
壮
・
老
年
層
が

転
往
者
的
で
あ
っ
た
こ
と
と
考

え
舎
せ
て
、
か
つ
て
の
二
三
男

・
娘
が
今
の
兄
弟
姉
妹
・
叔
父
．

傍
と
な
っ
て
も
い
ぜ
ん
と
し
て

寄
留
・
繊
稼
人
で
あ
る
こ
と
を

示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た

戸
主
と
そ
の
妻
、
長
第
と
そ
の

妻
の
離
村
が
か
な
り
多
い
の
は

金
戸
寄
留
戸
が
ふ
く
ま
れ
て
い

る
た
め
も
あ
る
が
、
長
男
で
も
家
を
つ
ぐ
ま
で
は
二
三
鍔
と
同
じ
く
出
稼
ぎ
し
、

戸
主
本
人
と
て
も
村
を
は
な
れ
る
ほ
ど
撮
稼
ぎ
が
小
作
農
民
に
不
可
欠
の
も
の

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
5
。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
史
料
で
は
患
稼
ぎ
期
聞
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る

が
、
雲
間
、
七
日
甫
村
戸
籍
の
趨
記
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
二
度
以
上
離
村
者
に

つ
ぎ
の
様
な
例
が
知
ら
れ
る
。

〔
七
臼
市
村
明
治
五
年
お
よ
び
七
年
戸
籍
〕

　
1
　
仁
作
（
二
男
）
　
明
治
八
年
（
三
二
歳
）
東
京
。
同
一
〇
猛
、
上
州
。
岡

　
　
一
四
年
不
明
。

　
2
徳
蔵
（
弟
）
．
明
治
七
年
（
二
八
歳
）
熊
谷
県
。
同
一
一
年
群
馬
県
。

　
3
浅
次
鄭
（
弟
）
明
治
六
年
（
二
照
歳
）
東
京
桜
井
方
。
同
九
年
上
州
。

　
　
圃
二
三
年
東
京
細
野
乱
万
。

　
4
・
　
清
八
　
（
戸
主
）
　
　
明
仏
偶
論
ハ
年
（
四
7
八
轟
戚
）
　
上
測
川
林
誕
か
◎
　
翻
四
九
年
上
州
伊

　
　
藤
方
。

　
5
　
　
み
い
　
（
渚
八
二
）
　
　
明
仏
嶋
旧
臣
－
（
四
五
亀
屋
）
清
八
と
要
所
。
　
口
上
九
年
ト
幽

　
　
州
町
田
方
。

〔
雲
出
村
明
治
七
年
戸
籍
〕

　
6
　
せ
き
（
三
女
）
　
明
治
九
年
（
一
三
歳
）
上
州
井
上
方
（
姉
　
九
歳
と

　
　
と
も
に
）
。
同
一
一
年
上
州
飯
塚
方
。

　
7
　
与
三
治
（
弟
）
　
明
治
九
年
（
三
〇
歳
）
札
幌
。
同
一
五
年
幽
館
。
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8
　
鷲
三
（
二
男
）
　
明
治
七
年
（
三
三
歳
）
上
州
神
藤
方
。
岡
｝
二
年
上

　
　
．
州
近
藤
方
。

　
9
　
与
七
（
弟
）
　
明
治
八
年
（
帯
磁
歳
）
上
州
井
上
方
。
岡
一
一
年
上
州

　
　
佐
藤
方
。

少
数
の
例
で
あ
る
が
大
体
二
、
三
年
か
ら
五
、
六
年
程
度
で
一
つ
の
勤
め
先
を

お
え
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
二
度
、
三
度
と
離
村
す
る
も
の
は
清
八

と
そ
の
妻
の
例
を
の
ぞ
い
て
す
べ
て
『
二
∴
二
男
」
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ

る
。
こ
の
ほ
か
関
東
や
北
海
道
の
お
そ
ら
く
出
稼
ぎ
先
へ
「
送
籍
」
（
「
寄
留
」

・
で
な
く
）
に
な
っ
た
例
は
七
田
市
村
に
七
件
、
雲
出
村
に
一
一
件
が
知
ら
れ
る

が
、
そ
れ
は
す
べ
て
『
二
三
携
』
暦
で
あ
り
、
そ
の
年
齢
別
構
成
は
五
〇
歳
台

二
人
、
四
〇
歳
台
四
人
、
三
〇
歳
台
七
人
、
二
〇
歳
台
三
人
、
一
〇
歳
台
二
入

と
な
っ
て
、
　
三
〇
～
四
〇
歳
台
の
壮
年
願
に
多
い
。
　
ま
た
雲
出
村
戸
籍
に
は

　
「
帰
村
」
の
落
話
が
七
件
あ
る
が
、
二
男
が
一
件
あ
る
ほ
か
は
戸
主
二
件
、
長

男
三
件
、
父
一
件
で
あ
る
。
こ
う
し
て
農
業
余
剃
労
働
力
と
し
て
の
二
三
男
青

年
層
は
季
節
的
出
稼
ぎ
や
数
年
閥
に
わ
た
る
出
稼
ぎ
に
行
き
、
な
か
に
は
二
度
、

三
度
と
村
を
は
な
れ
て
実
家
へ
貨
幣
収
入
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
か

れ
ら
は
養
子
に
で
も
な
る
縁
か
に
は
村
で
一
戸
の
農
業
経
営
を
も
つ
こ
と
は
の

ぞ
め
な
い
の
だ
か
ら
、
壮
年
に
達
す
る
と
い
ず
れ
叔
父
・
叔
母
と
岡
じ
く
ど
こ

か
他
圏
に
仕
事
を
得
て
住
み
つ
く
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
で
明
治
初
年
の
戸
籍
類
を
素
材
と
し
た
繊
稼
ぎ
の
存
在
形
態
の
検
証
を

終
え
た
が
、
こ
こ
で
知
り
え
た
こ
と
を
一
応
ま
と
め
て
お
こ
う
．
、

　
出
稼
ぎ
人
を
張
出
す
る
地
域
は
、
米
作
単
作
地
域
で
ほ
か
に
余
業
の
展
開
は

み
ら
れ
ず
賃
労
働
を
雇
傭
す
る
め
ぼ
し
い
産
業
は
存
在
し
て
い
な
い
。
唯
一
最

大
の
産
業
で
あ
る
米
作
農
業
は
圧
倒
酌
な
嵜
生
地
主
制
の
も
と
に
あ
っ
て
、
小

規
模
経
鴬
を
い
と
な
む
小
作
人
は
米
納
小
作
料
の
存
在
に
よ
っ
て
農
業
癒
一
地

域
内
で
は
商
品
貨
幣
帯
場
か
ら
き
り
は
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
雪
に
と
ざ
さ

れ
た
な
が
い
冬
の
期
間
が
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
特
殊
漆
箔
条
件
の
な
か
で
患
稼
ぎ
労
働
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
出

稼
ぎ
は
何
十
里
も
は
な
れ
た
関
東
地
方
な
ど
の
他
圏
へ
白
鷹
奉
公
そ
の
飽
に
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

か
け
て
行
く
特
殊
な
労
働
形
態
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
地
域
内
で
の
他
産
業
の
欠

除
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
出
稼
ぎ
は
小
作
経
営
か
ら
、
と
く
に
よ
り
零
細
な
規
模

の
小
作
経
営
か
ら
よ
り
多
く
放
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
米
作
農
業
に
お
け
る
寄

生
地
主
の
現
物
小
作
料
収
取
と
小
作
経
営
の
雰
癌
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
出

稼
ぎ
は
こ
う
し
た
小
作
経
営
に
と
っ
て
余
剰
労
働
力
の
放
出
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
収
益
化
1
1
貨
幣
取
得
に
よ
る
家
計
補
充
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
一
方
で
小
さ
な
農
業
経
営
を
い
と
な
み
他
ガ
で
繊
稼
ぎ
労
働
を
お

こ
な
う
小
作
人
は
、
範
疇
と
し
て
は
「
貧
農
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
繊
稼
ぎ
労
働
野
分
を
担
当
す
る
主
力
は
農
業
余
剰
労
働
力
と
し
て
の
凹
二
三

劣
㍊
　
（
二
三
男
・
娘
・
兄
弟
姉
妹
・
叔
父
舞
）
で
あ
っ
た
。
　
『
二
三
蹴
上
は
青

年
時
代
に
は
総
じ
て
一
時
酌
・
回
帰
的
離
村
形
態
を
と
っ
て
出
稼
ぎ
し
て
い
る
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が
、
壮
年
期
に
も
な
る
と
「
嵜
留
」
で
は
な
く
「
転
籍
」
す
る
傾
向
を
示
す
。

出
稼
ぎ
先
な
ど
で
職
を
得
て
一
人
立
ち
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
戸

主
や
長
錫
（
嗣
子
）
は
出
稼
ぎ
の
盛
行
の
な
か
で
比
較
的
多
く
離
村
し
て
い
る

が
、
本
来
藁
家
の
農
業
経
営
を
守
る
藩
で
あ
る
か
ら
帰
村
す
る
の
が
つ
ね
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
編
稼
ぎ
の
高
等
は
長
短
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
数
多
く
み
ら

れ
、
か
つ
本
来
酌
な
形
態
は
一
隣
的
・
回
帰
的
離
村
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
か
で
も
冬
季
出
稼
ぎ
が
な
が
い
冬
を
も
つ
こ
の
地
域
の
特
徴
的
形
態
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
転
住
性
の
つ
よ
い
例
も
か
な
り
み
ら
れ
、
な
か

に
は
全
戸
離
村
も
少
数
例
あ
る
が
、
こ
れ
は
地
主
制
下
の
農
業
か
ら
排
除
さ
れ

た
余
剰
労
働
力
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
そ
れ
も
ま
た
離
村
形
態
で
脱
農

化
す
る
こ
と
が
地
域
的
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
。

①
た
と
え
ば
暑
手
村
明
治
烈
年
「
策
七
大
区
八
小
鈴
ヨ
リ
他
管
轄
江
寄
留

　
御
呼
」
で
は
す
べ
て
そ
の
年
の
十
一
月
ま
で
の
期
限
を
か
ぎ
っ
て
漏
け
て

　
い
る
が
、
そ
れ
は
形
式
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
実
際
の
離
村
期
間
は
不
明
で

　
あ
る
。
た
だ
明
治
五
年
岩
手
村
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
「
寄
留
襯
看
三
三
名

　
を
こ
の
寄
留
繍
で
照
合
す
る
と
、
す
べ
て
が
二
月
に
離
村
し
十
一
月
差
帰

　
村
す
る
形
式
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
塩
実
上
通
年
離
村
を
意
味
す
る
と

　
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
戸
籍
に
あ
ら
わ
れ
る
「
寄
留
」
者
に
は
季
節
的
出

　
稼
ぎ
は
記
入
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
．
ま
た
右
の
寄
留
猫
に
は
隅
年

　
の
戸
籍
作
成
後
に
離
村
し
た
一
〇
人
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
八
月
、

　
九
月
な
い
し
一
〇
湾
に
離
村
し
て
同
年
一
一
月
に
帰
村
す
る
こ
と
に
な
つ

　
て
お
り
、
実
際
の
帰
村
予
｛
疋
年
ハ
月
と
は
考
え
に
く
い
し
、
ま
た
冬
季
幕
臣

　
ぎ
人
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
総
じ
て
「
寄
留
し

　
者
は
一
年
以
上
離
村
考
ま
た
は
転
住
者
を
指
す
も
の
で
、
冬
季
殿
稼
ぎ
は

　
含
ま
な
い
と
理
解
し
て
お
い
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。

②
　
佐
藤
文
齎
家
の
丸
作
り
規
摸
は
同
家
の
「
万
書
留
三
唱
で
は
幕
末
・
維

　
新
期
に
は
穫
稲
数
は
大
体
七
穏
東
～
暴
君
以
内
で
、
こ
れ
は
実
面
積
に
し

　
て
一
町
歩
あ
る
か
な
し
の
規
摸
と
推
定
さ
れ
る
。
節
2
表
の
数
催
は
検
地

　
帳
上
の
登
禄
薗
積
で
あ
る
か
ら
、
も
っ
と
す
く
な
く
あ
ら
わ
れ
る
は
ず
で

　
あ
る
。
そ
れ
が
二
町
歩
余
と
推
瞥
舜
さ
れ
て
い
る
の
は
、
居
村
持
高
を
入
作
　

　
農
民
に
貸
付
け
て
い
る
分
を
差
引
い
て
な
い
た
め
で
あ
る
。

③
わ
れ
わ
れ
の
史
料
で
は
出
稼
ぎ
先
の
労
働
状
態
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

　
で
ぎ
な
い
の
で
、
出
稼
ぎ
労
鋤
の
性
格
は
確
定
で
ぎ
な
い
。
し
か
し
藤
騰

　
五
郎
氏
（
『
近
世
封
建
社
会
の
構
造
し
ほ
か
）
、
庄
司
吉
之
助
氏
（
一
、
明
治
維

　
新
の
経
済
欝
造
隔
ほ
か
）
、
井
上
定
幸
氏
（
「
近
憧
期
農
村
奉
公
人
の
展
開

　
過
程
」
）
ら
請
先
学
の
硝
究
に
よ
れ
ば
、
越
後
か
ら
の
出
稼
ぎ
人
が
多
数

　
福
｛
紡
信
達
地
方
や
関
東
地
方
の
養
蚕
業
地
帯
に
入
り
込
み
、
　
「
豪
農
」
や

　
富
農
の
経
営
の
も
と
に
一
年
忌
奉
－
公
人
、
短
期
奉
公
人
、
日
屍
と
し
て
雇

　
傭
…
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
井
上
氏
に
よ
れ
ば
年
季
奉
公
入
、
短
期

　
奉
公
人
も
給
金
は
臼
離
計
算
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

三

こ
こ
で
は
、
明
治
初
年
の
時
期
に
遠
回
で
み
た
よ
う
な
｛
脊
在
形
態
を
し
め
す
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小
作
人
の
繊
稼
労
働
が
、
一
八
～
一
九
世
紀
を
通
じ
て
一
般
酌
に
形
成
さ
れ
て

く
る
過
程
を
た
ど
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
一
八
世
紀
前
期
の
農
斑
解
分
解
の

な
か
で
発
生
し
た
出
稼
ぎ
労
働
が
き
び
し
い
甑
主
的
統
制
の
も
と
で
不
法
行
為

と
し
て
展
開
す
る
様
子
を
し
ら
べ
、
つ
ぎ
に
そ
れ
が
寄
生
地
主
制
の
段
階
的
成

立
と
結
び
つ
い
て
一
九
世
紀
以
降
広
汎
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
よ
う
。

A
　
ま
ず
頸
城
地
方
に
お
け
る
出
稼
ぎ
発
生
の
年
代
は
、
管
兇
の
か
ぎ
り
で
は

享
保
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
の
史
料
は
上
美
守

郷
青
野
村
へ
あ
て
た
享
保
一
6
年
の
「
法
度
条
々
」
（
胴
．
中
頸
城
郡
誌
』
第
一
巻

～二

ﾜ
四
～
八
頁
）
で
、
金
一
二
五
条
の
第
一
穴
子
に
「
一
、
領
内
昏
蒙
他
所
へ
奉

公
二
出
候
刻
ハ
郡
奉
行
迄
糧
達
差
図
次
第
に
致
す
べ
し
、
井
商
黒
熱
黒
鍬
出
鰹

節
も
可
相
撃
事
」
と
、
農
民
の
他
領
奉
公
を
指
し
て
届
幽
制
を
ま
も
る
よ
う
命

じ
て
い
る
。
な
お
第
二
一
条
に
は
二
、
欠
落
者
有
之
ハ
共
五
入
組
紳
聞
よ
り

急
度
可
尋
閑
事
」
と
あ
り
、
欠
落
も
み
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
い
ま

一
つ
は
岩
手
伊
佐
藤
家
文
書
（
文
部
省
史
料
舘
蔵
）
に
の
こ
さ
れ
た
農
母
の
他

領
奉
公
に
関
す
る
一
通
文
書
で
は
享
保
一
九
年
が
初
発
で
あ
る
こ
と
に
よ
る

（
第
8
表
参
照
）
。
当
時
は
も
ち
ろ
ん
広
汎
に
み
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、

後
年
の
一
般
的
累
累
の
初
発
毅
階
と
し
て
、
お
そ
く
と
も
享
保
期
を
措
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
頸
城
地
方
で
は
、
享
保
期
は
農
業
彌
で
の
一
大
変
動
期
で
あ
る
。
有
名
な
頸

城
質
地
騒
動
が
し
め
す
よ
う
に
、
当
地
域
で
は
質
地
関
係
を
通
じ
て
地
主
の
土

地
集
積
が
急
速
に
す
す
み
、
そ
の
集
積
地
は
質
馬
主
に
よ
っ
て
手
隣
り
さ
れ
た

た
め
、
多
く
の
農
斑
が
土
地
の
所
有
（
保
有
）
権
ば
か
り
で
な
く
耕
作
権
も
う

し
な
っ
て
農
村
内
で
は
働
こ
う
に
も
働
く
手
段
が
な
く
、
ま
た
し
た
が
っ
て
質

地
請
戻
し
の
た
め
の
元
金
と
利
子
を
か
せ
ぎ
出
す
乎
立
て
が
な
く
、
つ
い
に
享

保
七
年
の
「
質
流
禁
止
令
」
を
契
機
と
し
て
騒
動
を
お
こ
し
、
ま
ず
耕
作
権
を

晶
出
人
の
手
に
帰
し
、
そ
の
上
で
漸
次
元
利
を
返
済
し
て
所
窮
（
保
有
）
権
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

買
い
も
ど
す
よ
う
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
土
地
爽
失
農
民
の
多
く
が

農
業
余
剰
労
働
力
と
し
て
農
村
内
部
に
滞
留
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
が
、

か
れ
ら
が
生
き
て
ゆ
く
か
ぎ
り
そ
う
し
た
危
機
的
状
態
を
脱
す
る
た
め
に
一
方

で
質
地
騒
動
を
生
起
す
る
と
と
も
に
、
一
部
で
は
さ
き
に
み
た
よ
う
に
欠
落
者

と
し
て
、
あ
る
い
は
掛
稼
ぎ
人
と
し
て
農
村
を
は
な
れ
脱
農
化
し
て
行
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
欠
落
と
繊
稼
ぎ
n
離
村
・
脱
農
化
現
象
は
当
時
の
農
民
層

分
解
の
特
徴
的
一
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
欠
落
・
幽
稼
ぎ
が

ま
だ
一
般
化
し
て
い
な
い
段
階
で
あ
っ
た
た
め
に
農
業
漁
で
の
矛
厨
が
す
る
ど

く
あ
ら
わ
れ
質
地
騒
動
と
い
う
激
化
し
た
闘
争
形
態
を
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
そ
の
後
も
田
稼
ぎ
が
つ
づ
い
て
み
ら
れ
た
こ
と
は
岩
手
村
の
諸
史
料
か

ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
第
8
表
は
岩
季
村
の
地
主
佐
藤
家
文
雷
に

の
こ
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
で
の
欠
落
な
い
し
出
稼
ぎ
に
関
す
る
一
通
文
激
動
な
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
泰
例
に
年
代
的
な
片
寄
り
が
あ
り
、
窯
虚
咳
に
多
い
の
は

当
時
佐
藤
家
が
大
肝
煎
を
つ
と
め
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
出
稼
ぎ
は
そ
の
後
ま
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第8表　艦手村佐藤家交諮にあらわれた離村状況

．離村霊坦i離夢人’名1麦・；！芋内容】行
1享保ユ昨1月｝岩手村熱烈衛

2　　　　2月　〃　浅右衛門

3寛保2年1月　〃　脅兵衛

4　延＝享二4壬界11月　　〃　 箏苧助

5　　　　12月　　　　　　　狸平村吉三三郎
　　　　　　　i

・雛・年・月i撚村融翻．
，宝暦、年，月｝黒糊．ち

　　　　　　　1

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6

！7

8
Q
り
1
1

　　4月

3年ユ月

4年

4年4月
　12月

tt

6年4月
7年12月

　12月

8年2月

　　4月

13年12月

20明和1年

21 畦年1月

22　ヲミ明61f－！月

23　　　8壬碁5月

24　　　　6月

25　餐琶政1壬F5月

26　女イヒ13勾三

27文政5年：7月

28　天保12喬三10月

　〃　次助

　〃　関宕衛門

下北翻訳座頭八代、

一他1名
　芋嶋村又左衛門

　〃　半兵衛

　〃　只右衛門

黒岩村太兵衛

芋嶋柚握郎

E狸平村与兵衛

〃　甚七

上金原村禅門浄心、

一家6人

　〃　源左衛門

岩乎村宅右衛門

芋嶋村元墨継門他
4名

毫｝離村庄次郎

rlX／＿L藍」工1ヨ：コ虹i

五ケ年所恨山川三文1上目ll商奉公

　〃　　　　　　江戸表商奉公

　〃　　　　　　勲：戸表奉公

旅先よD騒
贈…ろ剛踊・奉公

二二交

繊奔のところ帰村1
願

　ノノ

出奔雇

鍼治稽古願

とヒi奔届

　tt

　tt

　’ノ

　ll

し
1
陣不知｝

i
！

地勢・京都・善光寺
　

i（行犠不知）

酬：戸米出鹸校方

（
（
（
（

ノ
ノ
ノ
ノ

ノ
．
－
’
ノ

）
）
）
）

　　　　　　　　“エタ嫡・1
　　娘
　　　　　　　1　〃　冬蔵

　　　　　　　　　　　　　　　多
　〃　留右衛門　出奔煽　　　　1（行衛不知）

”よの ﾋ講られ｝
　〃慨兵衛他3名i関東稼願一醜

〃甚左衛門他8名“　　1

麟のところ梱｛

｝勝癩

齢稼二付帰概i江戸馬喰・丁

腔とこ鋪 P・鷹奉公

　tt　1　tt
　　　　　　　s
出奔届　　　　　：（宥衛不知）

（（一．，．，」”．　il（　”　）

旅ttl　H料稼二付衆

口　　　　　　　l
　　　　　　　f
帰村遅延につき職松平越中守家中奉
ll：1日延願Gi二i奔人）1公

　　　　　　　1

願

　　　　　　　1（行徳不・餓）

　　　　　　　T

海産3月i

…蘇2年2月1

　　　　　　｝
寛麹…4歪ド3月　1

　　　　　　く　　　　　　｛
　　〃　　　　1

　　　　　　き

〃2年2月

蠣3年9酬

　　”　　1
窯暦3年1」三■

　　　　　　i

　　4年4月

　　　　5屑

　　　／2月

　　〃

　　6年5月

　　8年2月

　　9年
　　　　　　i

10年8 d
　　　　　　ミ
　　8年四
　　14年4丹　

聯・1蹄2月i

　　　　　　セ　　・年・月i

　　　　　　｝
天明8年7月i

　　　　　　｝
　　　〃

　　　　　　1
　　　〃　　　　　　｝

醗翻i
　　　　　　l
タ：韮女5年7月　1

天保12年／0月1

備考　1史料．文部省史料館佐藤家文・lt｝。

　　　2年代不明の1例をのぞく，明治元年以降をのぞく。
　　　3「行先」欄の空説は史料的に不ゆ！のもの。
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す
ま
す
さ
か
ん
に
な
る
か
ら
、
第
8
蓑
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
そ
の
一
部
分
に
す

ぎ
な
い
。
そ
の
か
ぎ
り
で
二
八
の
例
を
み
る
と
、
離
村
は
ほ
と
ん
ど
事
前
の
届

出
な
し
に
薄
葬
・
欠
落
の
か
た
ち
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
、

離
村
者
の
処
澱
は
年
代
を
こ
と
に
し
て
五
力
年
所
根
限
証
文
を
作
成
す
る
場
舎

と
出
奔
羅
だ
け
で
す
ま
せ
る
場
合
と
が
区
別
で
き
る
。
五
力
年
所
根
限
証
文
は

享
保
～
寛
保
に
三
例
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
離
村
蒋
の
親
（
距
願
入
）
、
親

類
、
五
入
紐
、
村
役
人
が
連
署
し
て
領
主
へ
さ
し
出
す
文
身
で
あ
り
、
内
容
は

離
村
者
に
対
し
五
力
年
を
か
ぎ
っ
て
親
族
や
村
か
ら
一
切
の
関
係
を
絶
つ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

無
事
に
奉
公
が
す
め
ば
帰
村
を
許
可
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
宝
暦

頃
に
な
る
と
無
属
離
村
の
一
々
に
所
根
限
の
処
置
は
と
ら
な
く
な
り
、
村
方
で

ゆ
く
え
を
た
つ
ね
た
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
届
出
だ
け
で
す
ま
せ
て
い
る
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

8
表
中
「
出
奔
瀦
」
と
あ
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
な
お
無
馬
離
村
者
1
1
出
奔

人
は
普
通
二
～
三
年
の
ち
に
は
村
へ
帰
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
ば
あ

い
は
、
ま
ず
近
く
の
村
に
い
る
親
類
・
縁
者
の
所
へ
一
臼
…
身
を
寄
せ
、
帰
村
の

意
志
を
村
方
へ
伝
え
、
事
済
で
は
離
村
期
間
中
不
都
合
の
な
か
っ
た
こ
と
を
確

か
め
た
う
え
で
、
親
（
1
1
願
人
）
、
村
役
人
か
ら
傾
主
へ
帰
村
さ
せ
た
き
旨
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

願
い
出
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
当
時
の
綴
稼
ぎ
は
一
儀
に
こ
う
し
た
手
続
き

を
と
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
な
お
第
8
褒
第
6
、
沁
、
2
0
、

26

痰
ﾍ
蒋
殊
例
で
あ
る
）
。
こ
れ
に
対
し
て
領
主
の
規
定
に
七
た
が
っ
て
事
前
に

離
栂
の
許
可
を
願
っ
て
い
る
の
は
座
頭
・
衡
人
の
鍼
治
稽
古
（
第
1
0
例
）
と
か

身
体
虚
弱
で
農
作
業
に
た
え
ら
れ
な
い
（
簾
2
0
例
）
と
か
い
っ
た
、
そ
れ
相
当

の
理
由
が
あ
る
場
合
と
、
後
述
の
第
2
7
、
2
8
例
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
農
艮
の
離
村
現
象
は
一
般
に
貧
窮
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
領
主
に
よ
っ
て
離
村
罎
離
農
の
理
由
と
は
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め

出
奔
の
形
式
を
と
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
離
村
現
象
が
多
く
な
る
に
つ
れ

て
領
主
の
取
り
締
り
も
き
び
し
く
な
る
。

　
寛
政
六
年
正
月
骨
八
撮
の
高
田
藩
領
奉
行
の
触
書
愈
頸
城
郡
蕪
稿
案
』
所

取
）
の
な
か
に
人
返
し
を
命
じ
た
次
の
文
様
が
み
ら
れ
る
。

　
一
、
，
近
年
親
子
兄
弟
等
を
も
捨
置
風
と
出
席
候
無
熱
相
見
候
、
尤
渡
抵
送
兼

　
　
候
み
居
村
を
離
れ
候
爵
二
も
腰
細
共
、
老
人
子
供
を
捨
概
候
段
鞍
下
薫
極

　
　
割
書
薄
行
・
速
鼻
血
寒
し
可
串
、
其
上
轟
而
も
村
方
へ
立
帰
不
串
候
ハ
・
猶
又

　
　
名
前
網
織
縁
懸
候

領
主
は
「
風
と
撮
」
一
－
出
奔
が
最
近
多
く
み
ら
れ
る
の
は
農
民
の
貧
窮
に
も
と

ず
く
現
象
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
救
済
策
は
示
し
て
い
な
い
。

領
主
の
考
え
で
は
「
都
電
近
年
戦
士
領
巾
村
々
小
百
姓
共
之
内
心
得
違
ヲ
以
農

業
稼
致
等
閑
二
候
〃
事
起
」
　
（
文
化
四
年
触
書
聾
後
勘
）
と
、
農
業
に
精
を
出

し
さ
え
ず
れ
ば
嵐
稼
ぎ
な
ど
の
必
要
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
領
主

は
も
つ
ば
ら
離
村
・
離
農
を
き
び
し
く
と
り
し
ま
る
。
し
か
し
た
と
え
ば
第
8

表
第
2
4
例
の
天
明
八
年
七
月
の
願
潜
は
、
岩
手
村
の
冬
蔵
と
い
う
者
が
こ
の
年

の
六
月
に
す
ぐ
爆
村
す
る
と
云
い
置
い
て
江
戸
へ
出
か
け
た
が
、
七
月
に
親
類
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娼藏ぎ労働と小作経営（高ll⇔

の
鞍
兵
籍
あ
て
に
手
紙
で
「
江
戸
馬
喰
町
四
丁
縄
藤
田
屋
六
郎
右
エ
門
と
準
者

二
被
召
抱
旅
奉
公
稼
仕
度
儀
」
を
申
し
て
よ
こ
し
た
の
で
、
そ
の
よ
う
に
許
可

願
い
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
興
味
を
ひ
く
の
は
そ
の
余
白
に
記
さ
れ
て

い
る
奥
文
言
で
あ
る
。

　
蕉
、
兆
旧
藩
一
戸
山
山
由
肘
願
ウ
伸
儀
ハ
ル
兀
伽
脚
証
…
引
入
似
成
候
｝
佃
灯
心
即
事
可
有
八
柳
」
座
哉
、
馬
脚
懸

　
而
御
願
申
上
候
醐
茂
憂
又
や
か
ま
し
く
相
成
候
賄
ハ
被
□
間
敷
角
季
候
、
先
□

　
後
出
勤
之
節
御
伺
仕
業
又
御
糟
談
申
上
度
候
、
夫
迄
御
見
合
可
被
成
候

　
　
（
朱
字
）

第9表　岩手村の人口推移

村人数 鋳調
船端劉

　　　村入幽艶（年澗）
　　　年間平均

年

　　e／e

50．7

51．4

50．0

49．1

45．2

47．8

47．5

47．3

48．5

48．4

49．2

　　　人
15Z2

／62．0

171．3

177．6

177．1

玉67．0

王76．8

182．4

171．6

153．3

！41．3

E 100

103

109

113

工13

106

112

116

109

98

90

天明5～寛政1（5）

寛政2～寛政6（5）

寛政8～享和1（6）

交イヒ2～文イヒ4（3）

文イヒ12～文政5（6）

天保9～天保14（6）

弘化1～辮永1（5）

嘉永2～嘉永6（5）

安政1～安政5（5）

安政6～元治1（6）

慶応2～拶峯書込4（6）

騰考．1史料。　岩手村五人組帳（文部省史料館佐藤
　　　　紀文｛且の。

　　　2社人，エタをのぞく。
　　　3男女合計とは村人数から禅門，医師，道心
　　　　等を除いたもの。
　　　4戸数は文化以降26戸，それ以前は25戸。

　
「
前
書
之
滋
書
付
認
田
螺
獄
所
迄
稲
届
候
所
半
左
衛
門
殿
汐
奥
軍
需
之
通
延

　
引
ラ
↑
⊥
出
御
依
仰
遣
候
、
尤
此
鷹
職
獣
ロ
バ
伽
側
ト
山
ヘ
ハ
指
上
一
膝
由
・
候
扁

お
し
か
け
て
願
っ
て
は
か
え
っ
て
領
主
の
取
り
し
ま
り
が
厳
し
く
な
る
だ
ろ
う

と
の
配
慮
か
ら
、
右
の
願
書
は
大
肝
煎
の
厨
で
に
ぎ
り
つ
ぶ
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
領
主
の
と
り
し
ま
り
が
、
逆
に
農
民
の
無
漏
離
村
を
促
進
し

て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
そ
の
後
も
鐵
稼
ぎ
は
ま
す
ま
す
多
く
な
る
。
第
9
茨
は
岩
手
村
五
人
組
帳
に

記
さ
れ
た
在
村
人
口
の
推
移
を
五
～
六
年
ご
と
で
機
械
的
に
区
切
っ
て
し
ら
べ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
人
口
変
動
に
は
出
生
、
結
婚
、
死
亡
な
ど
の
自
然
的
変

動
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
社
会
的
変
動
と
し
て
の
幽
稼
ぎ
の
う
ち
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

そ
ら
く
帳
外
者
と
な
っ
た
藩
な
ど
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

表
は
そ
の
か
ぎ
り
で
脱
農
化
現
象
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
て
天
明
か

ら
維
新
ま
で
の
あ
い
だ
に
こ
の
村
の
人
口
は
か
な
り
顕
著
な
変
化
を
み
せ
て
い

る
。
天
明
か
ら
化
政
期
に
か
け
て
人
口
は
増
心
す
る
が
幕
末
期
、
と
く
に
安
政

以
降
は
い
ち
ぢ
る
し
い
減
少
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
男
女
比
率
は
大
体

半
々
で
あ
っ
た
も
の
が
文
化
期
以
降
一
正
確
に
は
寛
政
一
二
年
以
降
一
男

の
比
率
が
さ
が
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
村
人
口
が
減
少
す
る
安
政
期
か
ら
は
男

女
差
は
ふ
た
た
び
小
さ
く
な
る
傾
向
を
示
す
。
す
な
わ
ち
女
子
人
数
も
ま
た
急

速
に
減
少
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
九
世
紀
に
は
い
る
と
村
人
欝
は
増
加
し

な
が
ら
男
子
数
の
柏
対
的
減
少
が
は
じ
ま
り
、
幕
末
に
な
る
と
女
子
も
ま
た
相

！09 （267）



対
的
に
も
絶
対
約
に
も
減
少
し
、
村
人
口
は
全
体
と
し
て
い
ち
ぢ
る
し
く
減
少

す
る
。
こ
の
こ
と
は
一
九
世
紀
に
な
る
と
出
稼
ぎ
が
男
子
労
働
力
を
主
体
と
し

て
一
般
的
に
な
り
、
幕
末
も
お
し
つ
ま
っ
た
安
政
期
以
降
は
さ
ら
に
い
ち
ぢ
る

し
く
展
開
し
て
女
子
労
働
力
の
放
出
も
多
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
出
稼
ぎ
の
展
開
の
具
体
的
結
果
が
さ
き
に
み
た
明
治
五

年
岩
手
村
の
存
在
形
態
な
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
出
稼
ぎ
は
一
九
世
紀
に
は
い
る
と
一
腰
的
に
晟
開
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
の
頃
に
な
る
と
掲
稼
人
が
手
に
職
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
ま
た
村
の

な
か
で
も
職
人
が
増
加
す
る
と
い
う
新
ら
し
い
傾
向
が
う
ま
れ
る
。
文
化
四
年

に
高
田
藩
領
奉
行
か
ら
劃
せ
ら
れ
た
触
書
は
農
昆
の
脱
農
化
現
象
が
、
①
欠
落
、

②
職
人
無
二
稼
ぎ
、
③
在
村
醸
入
墨
の
三
つ
の
面
で
増
舶
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
そ
の
取
り
し
ま
り
強
化
を
命
じ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
領
主
は
農
斑

の
脱
農
化
は
農
業
を
な
お
ざ
り
に
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
（
高
田
斎

立
園
書
館
加
藤
家
交
書
「
文
化
四
年
御
用
留
帳
」
）
。

　
　
　
　
　
覚

　
都
獺
近
年
於
御
領
中
村
々
小
百
姓
共
之
内
心
得
違
ヲ
以
農
業
稼
致
等
閑
二
候

　
δ
事
起
、
自
然
と
家
内
不
粗
鉱
成
行
家
鳴
候
族
茂
有
之
旨
、
あ
る
ひ
ハ
薫
姓

　
第
一
之
農
業
ハ
家
内
之
春
江
打
ま
か
せ
百
姓
二
不
似
職
分
ヲ
申
立
横
合
村
役

　
人
等
袖
塀
不
絹
雇
他
園
江
謀
判
候
族
も
数
多
有
之
旨
瓢
桐
闘
以
手
外
不
培
二

　
候
、
且
近
年
耳
打
二
お
み
て
大
工
木
挽
其
外
職
人
多
出
来
候
鵜
飼
ク
百
姓
之

業
ヲ
塩
大
ヒ
候
珍
事
紀
｝
り
候
、
以
来
北
ハ
不
得
止
右
様
二
成
季
候
得
者
後
々
ハ
楓

内
相
続
致
候
渚
減
少
二
お
よ
ひ
儲
然
と
乎
余
地
等
茂
娼
来
望
事
義
陥
り
恐

入
候
番
鳥
二
恩
以
来
左
博
通
申
渡
誓
事

一
、
色
々
二
お
み
て
無
謂
家
出
等
致
候
藩
有
之
一
一
お
み
て
ハ
時
日
ヲ
不
移
其

　
村
役
入
汐
当
役
所
江
可
串
繊
候
、
馬
入
指
繊
シ
見
当
り
次
第
召
捕
吟
味
之

　
上
其
次
錦
二
よ
り
急
度
仕
置
町
申
付
候
、
勿
論
霜
様
之
儀
無
之
様
縄
合
議

　
り
相
互
二
胃
軸
吟
味
候
事
、
不
吟
味
二
致
置
候
ハ
・
寒
気
舎
之
渚
共
沸
為

　
越
度
事

一
、
旅
出
屋
根
葺
之
外
諸
職
二
事
寄
獲
り
二
他
麟
江
罷
出
候
族
有
之
二
お
み

　
て
ハ
君
捕
吟
味
之
上
急
度
仕
置
可
串
付
候
、
尤
右
様
之
義
者
部
合
之
者
共

　
実
需
ユ
吟
味
い
た
し
村
役
入
共
等
閑
二
致
置
碁
儀
勿
論
無
之
義
二
候
得
共
、

　
組
合
暦
役
人
二
目
を
免
ひ
罷
出
候
族
も
有
之
哉
ユ
刷
聞
候
澗
、
以
来
右
様

　
者
有
之
候
ハ
・
警
ヒ
罷
出
跡
二
彌
茂
麹
合
之
内
汐
皐
速
村
役
入
江
可
日
暮
、

　
万
一
組
A
口
之
者
心
得
違
ヲ
目
二
等
閑
二
致
掛
冠
ハ
、
共
組
ム
旦
円
為
田
川
度
事
、

　
勿
論
村
役
人
共
之
士
皿
磁
壱
村
眼
り
之
義
折
々
家
胴
二
仲
使
等
粗
魍
シ
候

　
懸
又
々
あ
る
時
服
自
身
相
廻
り
厳
重
吟
味
い
た
し
右
様
之
儀
無
之
匹
田
斗

　
曜
申
墜
、
万
一
村
役
人
共
裏
閑
二
い
た
し
置
隣
村
役
人
等
か
申
出
候
ハ
・

　
其
村
役
人
急
度
谷
メ
可
ゆ
付
候
事

「
、
向
後
転
々
二
お
み
て
大
工
木
挽
鍛
治
重
根
葺
正
副
恒
等
願
繊
候
共
容
易

　
二
不
転
付
候
、
右
之
趣
村
役
人
共
兼
禰
令
承
知
能
々
吟
味
之
上
貼
得
止
事
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分
筆
格
壁
掛
リ
ニ
為
願
申
聞
敷
遊
事
、
将
又
大
工
木
挽
奪
無
札
調
て
渡
世

　
　
諏
致
候
族
有
之
候
ハ
・
村
役
人
共
吟
味
之
上
可
申
出
候
、
勿
論
札
改
過
者

　
　
折
々
指
出
候
得
共
猶
又
村
役
入
共
之
上
二
て
無
油
断
心
置
可
串
審

　
右
件
々
組
々
大
肝
煎
始
村
役
人
と
も
令
承
知
村
々
小
百
姓
共
心
得
違
無
之
様

　
精
々
串
渡
壱
組
限
受
諏
販
之
可
搬
鐵
候
、
右
ケ
条
書
之
越
承
知
之
上
村
役
人

　
北
口
櫨
町
闘
困
．
7
↑
儀
も
有
之
冊
賦
ハ
、
吟
吐
邪
之
L
工
当
芯
度
可
申
付
撫
賦
㎜
阿
鍋
V
得
違
磁
…
之
雛
防
販

　
斗
可
ゆ
候
、
以
上

　
　
　
正
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頷
奉
行
所
　
印

　
別
紙
書
付
之
趣
悪
瘡
令
承
知
綴
下
村
々
村
役
人
潮
田
不
及
申
一
統
裁
無
様
胃

　
申
渡
心
得
違
無
之
黒
柿
斗
可
串
候
、
以
上

　
　
　
正
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
聞
十
右
　
　
印

　
　
　
　
　
　
　
（
樋
場
紐
、
稲
田
翻
、
門
瞬
㍊
、
水
吉
工
大
肝
煎
宛
）

　
な
お
文
政
五
年
に
、
も
う
一
度
こ
の
法
令
の
趣
旨
を
微
底
さ
せ
る
た
め
に
、

小
前
百
姓
連
判
の
請
書
と
一
五
歳
以
上
六
〇
歳
ま
で
の
人
馴
書
上
を
さ
し
黒
す

よ
う
命
じ
て
い
る
（
女
部
省
史
料
舘
熟
手
村
佐
藤
家
交
省
）
。

　
欠
落
、
鐵
稼
ぎ
に
つ
い
て
は
す
で
に
み
て
き
た
が
在
村
す
る
職
人
、
商
人
に

つ
い
て
か
ん
た
ん
に
の
べ
て
お
こ
う
。
岩
手
村
な
ど
で
は
農
村
内
都
に
農
業
以

外
の
職
業
は
展
開
し
な
い
が
、
都
市
近
郊
農
村
で
は
幕
末
期
に
な
る
と
あ
る
程

度
ま
で
諸
商
人
、
職
人
が
存
在
し
て
い
る
。
高
田
の
東
方
、
関
川
を
へ
だ
て
た

平
野
中
央
都
の
樋
場
麺
村
々
に
つ
い
て
天
保
一
三
年
値
下
げ
令
に
際
し
て
の
諸

商
人
職
人
売
買
書
上
帳
類
（
高
欄
市
立
図
書
舘
椥
藤
家
文
諮
）
を
み
る
と
、
上

新
町
村
一
九
人
、
中
村
新
田
三
人
、
下
富
川
村
七
人
、
下
稲
田
村
一
人
、
藤
野

新
田
村
七
人
、
鴨
島
村
六
人
、
子
安
村
全
入
、
合
計
合
力
村
四
七
人
の
商
人
、

職
人
が
書
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
職
種
で
は
屋
根
葺
一
〇
入
、
籠
振
・
見
世
売
な

ど
の
小
商
人
八
人
、
揚
酒
屋
・
茶
屋
五
人
、
紺
屋
、
糀
屋
、
材
木
屋
、
木
挑
各

三
人
、
酒
造
、
鍛
冶
、
大
工
、
思
懸
各
二
人
、
鍬
柄
屋
、
小
要
物
屋
、
綿
打
、

傘
鷺
各
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
人
数
も
と
く
に
多
く
は
な
く
業
種
も
決
し
て
多

彩
で
は
な
い
が
、
屋
根
葺
、
大
工
、
木
娩
職
人
の
存
在
が
さ
き
の
触
誰
に
関
連

し
て
注
意
を
ひ
く
ほ
か
、
揚
酒
屋
、
茶
屋
、
ま
た
行
商
、
店
売
り
の
小
商
人
の

存
在
は
農
畏
の
構
常
生
活
へ
の
商
蔽
経
済
の
浸
透
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
ま
た
右
の
諸
職
業
者
は
一
方
で
農
耕
も
い
と
な
ん
で
い
る
。
た
と
え

ば
上
新
町
村
の
一
九
人
を
み
る
と
耕
作
地
を
記
入
し
て
な
い
の
は
揚
酒
屋
一
人

で
、
請
作
地
一
〇
〇
束
刈
に
満
た
な
い
の
は
三
人
（
桶
麗
、
綿
打
、
出
商
人
各
一
）

で
あ
る
。
ま
た
持
高
で
は
鍛
冶
崖
二
人
と
露
量
一
人
が
八
石
～
二
九
石
を
持
ち
、

あ
と
は
三
贋
未
満
の
高
持
一
一
人
、
撃
高
五
人
と
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て

鍛
冶
、
紺
屋
以
外
の
諸
商
人
、
職
人
は
講
作
（
小
作
）
地
を
耕
作
し
て
い
る
。

つ
ま
り
農
工
分
離
の
不
充
分
な
な
か
で
一
般
の
小
商
人
、
職
人
は
小
作
人
で
あ

る
。
さ
き
の
文
化
四
年
の
触
筈
は
、
欠
落
、
出
稼
ぎ
と
と
も
に
農
村
内
に
お
け

る
こ
う
し
た
小
作
人
の
余
業
の
展
開
に
対
し
て
規
制
を
く
わ
え
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
う
し
て
、
頸
城
地
方
で
は
お
そ
く
と
も
享
保
期
に
出
稼
ぎ
が
発
生
し
て
お

り
、
そ
れ
は
地
主
手
作
σ
経
営
段
階
に
お
け
る
農
畏
層
分
解
の
な
か
で
米
作
単

作
農
村
内
で
働
ら
く
手
だ
て
を
う
し
な
っ
た
土
地
喪
失
農
罠
が
、
貧
窮
か
ら
脱

す
る
た
め
に
開
拓
し
た
漸
ら
し
い
労
働
の
分
野
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
領
主
の
き

び
し
い
統
制
を
う
け
て
不
法
行
為
と
し
て
展
開
す
る
が
、
一
、
九
世
紀
に
は
い
る

頃
に
は
か
な
り
広
汎
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
頃
に

は
職
人
的
技
術
を
身
に
つ
け
て
出
稼
ぎ
に
行
く
も
の
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

さ
ら
に
幕
末
期
も
お
し
つ
ま
る
頃
に
は
女
子
の
出
稼
ぎ
も
多
く
な
る
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
な
お
農
村
内
で
小
商
人
、
職
入
と
し
て
農
闘
余
業
に
従
事
す
る
渚
も

ふ
え
た
が
、
そ
れ
は
都
驚
近
郊
な
ど
に
特
徴
的
な
現
象
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
方
で
は
大
体
一
八
、
一
九
世
紀
の
交
わ
り
の
頃
に
農
業

生
産
形
態
が
地
主
手
作
り
か
ら
地
主
・
小
作
関
係
へ
転
換
す
る
の
で
あ
る
が
、

つ
ぎ
に
出
稼
ぎ
の
発
展
を
寄
生
地
主
制
段
階
の
成
立
と
の
関
係
に
焦
点
を
合
せ

て
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
付
記
　
　
『
頸
城
郡
誌
稿
案
』
に
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
頸
城
地
方
で
は
柿
崎

　
町
周
辺
が
古
く
か
ら
出
稼
ぎ
の
さ
か
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は

　
特
殊
な
事
情
に
も
と
ず
い
て
出
稼
ぎ
が
発
展
し
た
。
柿
崎
の
江
戸
時
代
は
貧

　
窮
の
歴
史
で
つ
づ
ら
れ
る
。
戦
国
期
柿
崎
、
和
泉
守
の
城
下
町
と
し
て
さ
か
え

　
た
こ
の
町
は
同
氏
が
上
杉
氏
に
し
た
が
っ
て
会
津
へ
表
っ
て
以
後
、
城
は
燈

　
絶
し
町
家
は
衰
微
減
少
し
た
。
そ
し
て
交
化
六
年
村
替
へ
に
よ
っ
て
高
潔
藩

傾
と
な
る
や
織
江
津
保
護
策
の
犠
牲
と
な
っ
て
湊
と
し
て
の
畿
能
は
鯵
止
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
入
荷
贔
を
近
在
へ
行
商
し
て
い
た
小
商
人
も
ふ
く
め
て
町

全
体
が
極
度
の
窮
乏
に
お
ち
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
瑛
情
は
文
政
四
年
の
柿

崎
荷
揚
場
麗
蜘
畝
歎
願
儀
M
（
『
柿
崎
臨
明
史
』
　
四
六
四
一
～
六
頁
）
か
・
り
う
か
琳
か
う
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
が
関
東
稼
ぎ
の
発
展
の
原
圏
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「（

曝
M
物
の
入
荷
不
足
と
柏
崎
商
人
の
入
り
込
み
お
よ
び
這
年
の
不
漁
の
た

め
に
）
自
然
と
村
柄
褒
ひ
ニ
や
四
五
年
以
来
よ
り
追
々
村
中
大
勢
之
者
関
東

辺
へ
奉
公
に
罷
轟
、
照
月
末
よ
ヶ
五
月
初
之
闘
土
地
絹
応
之
商
ひ
魚
町
有
之

八
月
末
迄
少
分
之
磯
魚
等
佳
候
二
付
、
九
月
末
よ
り
翌
二
月
頃
迄
銘
々
奉
公

口
罷
越
、
尤
三
月
中
頃
迄
に
大
方
不
置
銭
瞬
仕
田
畑
仕
付
井
魚
網
商
ひ
墨
摺

意
に
取
掛
り
候
得
者
、
近
年
右
之
通
り
に
辮
成
候
審
全
く
渡
憶
難
儀
仕
事
為

に
御
座
候
」
。
文
政
四
年
前
ら
「
二
十
四
烈
年
以
前
」
は
寛
政
末
年
に
あ
た
り
、

混
一
崎
の
薩
峠
四
ぎ
は
文
化
取
替
∵
え
藩
邸
朋
か
ら
お
い
お
い
発
生
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
が
、
こ
れ
は
柿
崎
周
辺
の
農
村
地
域
（
器
乎
村
も
ふ
く
ま
れ
る
）
で

の
出
稼
ぎ
の
展
開
の
な
か
で
柿
崎
の
貧
民
た
ち
が
参
茄
す
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
と
い
え
よ
う
。
　
ま
た
明
払
璽
二
年
の
悪
場
淵
設
纈
…
欝
（
『
柿
崎
町
史
』
三

七
五
～
六
頁
）
に
「
往
古
よ
り
百
姓
過
半
関
東
辺
へ
酒
造
娼
稼
…
或
は
半
季
奉

公
に
罷
出
、
送
り
金
を
以
て
相
続
仕
来
扇
棚
」
と
あ
る
よ
う
に
幕
末
期
の
輔

崎
は
三
態
杜
氏
の
中
心
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
酒
造
稼
ぎ
は
た
ん
に
出

稼
ぎ
だ
け
で
は
な
く
み
ず
か
ら
電
量
で
酒
魔
を
経
営
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
。
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「
柿
崎
町
史
』
は
天
保
八
年
柿
疇
出
身
の
関
東
酒
造
業
噺
の
主
な
る
も
の
と

　
し
て
上
州
五
人
、
佐
野
方
獅
二
人
、
秩
父
三
人
を
あ
げ
、
そ
の
後
年
た
増
加

　
し
て
安
政
期
に
は
門
出
店
」
　
（
酒
造
配
ケ
株
所
有
者
）
　
一
五
〇
軒
、
奉
公
人

　
お
よ
そ
一
千
人
に
達
し
た
と
記
し
て
い
る
。

B
　
出
稼
ぎ
の
一
般
的
形
成
が
は
じ
ま
り
、
農
闘
余
業
も
い
く
ら
か
展
開
す
る

よ
う
に
な
る
一
八
、
一
九
世
紀
の
交
わ
り
の
頃
は
、
こ
の
地
方
の
農
業
生
産
形

態
が
地
主
手
作
り
段
階
か
ら
寄
生
地
主
制
段
階
へ
推
転
ず
る
時
期
で
あ
る
。
そ

れ
は
地
主
の
手
作
り
地
が
縮
少
さ
れ
て
小
作
地
と
し
て
一
般
農
晟
に
貸
付
け
ら

れ
る
こ
と
を
最
大
の
指
標
と
す
る
が
、
た
と
え
ば
岩
手
石
心
藤
家
の
場
合
、
手

作
り
地
の
穫
稲
数
は
文
化
五
年
ま
で
は
平
均
四
千
束
弱
で
、
凶
作
年
で
も
三
千

五
百
束
を
下
ま
わ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
が
、
文
政
元
年
に
は
こ
一
七

束
と
な
っ
て
お
り
、
以
後
の
年
で
も
一
千
束
を
こ
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
し
て
同
家
の
奉
公
人
の
数
も
文
化
五
年
ま
で
は
一
四
～
二
〇
人
ほ
ど
も
み
ら

れ
る
の
に
、
文
化
一
三
年
以
降
は
二
～
六
人
目
減
っ
て
い
る
（
文
部
省
史
料
舘

佐
藤
家
文
書
「
万
書
溜
心
し
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
佐
藤
家
は
文
化
六
年
か
ら
一

三
年
の
あ
い
だ
に
手
作
り
経
営
を
極
端
に
縮
少
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
同

語
野
部
の
下
増
田
新
田
平
石
家
は
当
時
二
〇
～
三
〇
町
歩
を
所
有
す
る
地
主
で

あ
る
が
、
寛
延
二
年
の
手
作
り
地
二
町
総
総
余
が
天
明
八
年
に
は
三
反
二
畝
に

減
っ
て
お
り
、
こ
の
場
合
は
一
八
世
紀
後
期
に
す
で
に
寄
生
地
主
化
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
新
潟
大
学
高
田
分
校
平
石
無
文
欝
「
田
畑
入
立
野
」
　
「
小
作

入
別
取
立
帳
」
）
。

　
こ
う
し
た
嵜
生
亀
主
飼
段
階
の
蔵
立
の
事
情
に
つ
い
て
は
一
八
世
紀
後
期
の

長
垂
領
の
場
合
を
記
し
た
と
推
測
さ
れ
る
『
粒
々
辛
苦
録
』
（
『
日
本
農
民
史
料

聚
粋
臨
第
四
巻
所
収
）
が
あ
る
。
こ
の
農
書
で
は
巌
時
改
良
農
具
の
導
入
と
金

肥
の
部
分
的
使
用
を
語
り
、
そ
の
需
要
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
次
第
に
高
値
に

な
っ
て
き
た
こ
と
を
の
べ
、
そ
の
な
か
で
地
主
は
手
作
り
す
る
よ
り
小
作
に
預

け
た
方
が
作
徳
が
多
く
な
り
、
小
作
人
は
農
業
の
余
暇
に
駄
賃
稼
、
日
雇
、
半

季
奉
公
そ
の
他
の
仕
事
に
出
て
金
銭
を
稼
い
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

寄
生
地
主
化
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
田
地
多
く
持
た
る

百
姓
人
を
抱
て
手
作
し
、
又
小
作
人
に
預
け
、
取
る
所
の
作
徳
を
較
べ
見
る
に

手
作
方
遙
に
劣
り
て
損
成
る
故
世
上
皆
小
作
人
に
預
る
事
に
成
り
し
な
り
、
扱

小
作
人
も
預
り
作
り
て
益
少
し
と
錐
も
其
所
に
生
れ
て
田
地
も
持
た
ざ
れ
ば
外

に
稼
も
な
く
身
の
油
を
絞
り
霞
身
の
骨
に
代
て
人
に
遣
は
る
」
者
の
一
倍
余
も

作
り
肥
し
を
辛
苦
し
て
取
り
、
其
玄
徳
を
以
て
漸
々
渡
世
す
る
な
り
偏
。
　
地
主

手
作
り
段
階
の
止
揚
は
、
農
具
、
肥
料
な
ど
に
お
け
る
技
術
的
進
歩
の
な
か
で

小
作
人
が
人
一
倍
辛
苦
し
て
働
ら
き
、
何
と
か
小
作
料
に
み
あ
う
余
剰
生
産
物

を
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
基
礎
と
し
て
い
る
が
、
日
常
生
活
だ
け

で
な
く
生
産
過
程
へ
も
商
晶
貨
幣
経
済
が
入
り
込
ん
で
ぎ
た
こ
の
段
階
で
は
小

作
人
も
ふ
く
め
て
一
般
農
罠
は
農
闘
余
業
に
従
事
し
て
貨
幣
を
取
得
し
て
い
る
。

「
二
月
の
間
は
、
百
姓
の
少
暇
あ
る
時
な
れ
ば
関
東
筋
に
て
は
馬
あ
る
者
は
所
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々
へ
出
駄
賃
を
取
り
、
馬
な
き
者
は
商
事
又
は
旦
羅
を
取
り
、
又
鍬
鎌
館
馬
鍬

索
餅
の
諸
道
心
用
意
に
配
る
な
り
偏
、
ま
た
「
（
十
一
月
に
至
れ
ば
）
国
国
所
々

其
所
の
地
の
利
に
よ
り
其
渚
相
応
の
商
事
を
し
、
又
は
己
れ
己
れ
が
身
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
（
世
力
）

所
の
所
作
を
し
て
出
闘
へ
出
て
稼
ぎ
、
或
は
半
季
奉
公
に
娼
て
金
を
取
り
又
は

日
雇
に
出
る
岩
も
あ
り
、
皆
年
貢
諸
役
又
は
宿
賃
店
賃
地
代
小
作
年
貢
年
中
の

買
掛
借
金
諸
払
家
内
の
衣
服
等
の
用
意
に
心
を
尽
す
な
り
」
。
　
再
生
産
の
最
低

限
の
近
く
で
成
立
し
て
い
る
小
作
経
営
は
、
こ
う
し
た
諸
種
の
農
闘
余
業
か
ら

の
収
入
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
米
納
小
作
料
の
も
と
で
こ
う
し
た
貨

幣
収
入
に
よ
っ
て
な
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
小
作
制
は
一
定
度
の

生
産
力
的
発
達
と
そ
れ
に
つ
れ
て
浸
透
し
た
農
民
的
商
品
経
済
を
前
提
と
し
て

は
じ
め
て
成
立
し
て
お
り
、
小
作
人
は
他
方
で
賃
雇
、
職
人
、
小
商
人
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
出
稼
ぎ
そ
の
他
の
農
間
余
業
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
は
箸
生
地
立
脇

成
立
の
段
階
に
い
た
っ
て
一
般
的
に
展
開
し
う
る
一
定
の
基
礎
を
得
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
農
民
の
脱
農
化
現
象
は
地
主
手
作
り
無
難
回
段
階
の
農
民
層
分
解

の
な
か
で
発
生
、
展
関
し
Y
寄
生
地
主
制
毅
階
に
な
っ
て
広
汎
に
形
成
す
る
の

で
あ
る
が
、
出
稼
ぎ
は
農
工
分
離
が
不
心
7
5
全
な
ま
ま
で
農
閥
余
業
の
一
特
殊
形

態
と
し
て
農
業
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
関
係
を
み
る
た
め
に
、

ま
ず
安
永
六
年
に
川
浦
代
官
所
か
ら
出
さ
れ
た
鐵
稼
ぎ
制
限
令
を
引
棄
し
よ
う

（糀

?
頸
城
郡
誌
』
第
　
巻
四
六
八
頁
）
。

　
近
年
在
方
村
々
之
潜
共
耕
作
を
等
閑
に
致
却
て
困
窮
等
心
懸
申
立
稼
に
綴
候

　
者
多
、
所
持
の
田
畑
を
荒
し
図
柄
類
有
之
由
相
聞
不
培
之
至
り
二
候
、
以
来

　
村
高
人
別
割
合
何
人
迄
之
奉
公
に
出
候
圃
も
残
人
数
二
而
耕
作
ハ
勿
論
村
方
之

　
差
支
無
尽
候
談
否
村
役
人
共
栩
糺
、
実
二
無
足
子
細
に
て
奉
公
に
出
叡
旨
糊

　
願
候
者
共
有
之
候
ハ
・
、
右
調
合
之
人
数
迄
二
村
役
入
共
承
り
届
年
季
限
り

　
拳
公
に
超
し
候
認
可
致
候
（
以
下
紅
皿
）

な
に
よ
り
も
田
畑
を
荒
さ
な
い
こ
と
を
第
一
に
し
て
、
や
む
を
え
な
い
出
稼
ぎ

で
も
そ
の
限
度
内
で
の
み
許
可
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
お
を
ら
く
こ
れ
が

幽
稼
ぎ
に
対
す
る
領
主
の
原
期
的
強
制
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
地
主
乎
作
り

、
段
階
と
寄
生
欧
露
制
段
階
で
は
嵐
稼
ぎ
と
農
業
と
の
関
係
は
い
く
ら
か
ち
が
う

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
地
主
手
作
り
段
階
に
お
け
る
安
永
四
年
の
荒

井
代
宮
所
領
郡
中
墨
代
の
歎
願
泄
同
を
み
よ
う
◎
．
中
頸
城
郡
誌
』
第
附
巻
一
八
〇

五
～
六
頁
あ
る
い
は
脚
．
柿
崎
町
史
し
七
五
～
六
頁
）
。

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

　
一
、
当
御
代
官
所
頸
城
郡
島
々
緊
縮
子
共
相
抱
寝
下
人
共
、
近
年
我
儘
二
江

　
　
戸
表
又
ハ
関
東
辺
江
尾
田
鼠
業
営
中
之
時
節
主
人
へ
迷
惑
為
致
、
右
転
通

　
　
り
親
類
村
役
人
江
も
枳
売
淫
申
他
騨
へ
罷
出
候
爵
二
付
課
然
と
人
少
恥
毛

　
　
開
作
差
支
二
既
成
乎
除
地
に
可
相
成
、
第
一
農
業
専
一
之
劒
逃
走
候
曰
付

　
　
家
業
に
も
気
障
り
且
又
村
役
入
へ
絹
挿
趨
不
申
他
圏
へ
㎜
算
出
候
蛇
崩
我
儘
歪

　
　
極
急
度
可
相
糺
候
得
共
村
々
仕
癖
に
罷
成
難
差
止
、
乍
恐
御
威
光
を
以
御
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繊稼ぎヴラ働とノ∫、作経営（高沢）

　
　
薙
止
被
下
候
様
仕
度
奉
願
上
候
問
、
右
之
段
御
賜
済
被
成
下
村
々
一
岡
右

　
　
之
謹
上
仰
渡
承
知
類
縁
総
連
大
御
諮
需
測
距
無
様
被
仰
付
宿
下
概
候
ハ
、

　
　
難
有
奉
存
一
候
、
依
之
郡
中
総
代
と
し
て
私
北
ハ
連
判
以
書
替
奉
願
上
候
、

　
　
以
上

　
　
　
　
安
永
四
年
未
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
中
惣
代
　
印

　
　
　
　
　
瀧
井

　
　
　
　
　
　
　
御
役
所

安
永
期
に
は
出
稼
ぎ
は
「
村
々
仕
癖
に
罷
成
」
り
、
村
役
人
の
権
力
で
は
と
ど

め
が
た
く
、
つ
い
に
領
主
権
力
の
「
御
威
光
を
以
御
差
止
被
下
候
様
」
に
願
う

ほ
ど
発
農
し
て
い
る
が
、
領
主
は
こ
れ
を
う
け
て
早
速
触
状
を
廻
し
て
無
届
の

他
国
奉
公
を
禁
じ
、
　
請
書
を
提
出
さ
せ
て
い
る
（
『
中
頸
城
郡
誌
』
第
四
巻
一

八
〇
三
～
四
頁
）
。
　
な
お
右
の
願
書
は
地
童
手
作
り
経
営
の
「
下
人
砿
労
働
力

が
出
稼
ぎ
に
よ
っ
て
不
足
し
て
き
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
が
、
岩
手
村
佐
藤
家

の
手
作
り
縮
少
直
前
（
一
九
激
騰
初
頭
）
の
雇
傭
労
働
力
は
普
通
に
は
年
季
奉

公
人
で
、
な
か
に
は
「
半
人
勤
」
と
い
う
月
に
一
五
臼
の
割
で
奉
公
す
る
者
や

「
月
に
五
田
勤
」
　
「
二
十
日
勤
」
あ
る
い
は
「
五
日
抜
」
と
記
さ
れ
る
短
期
奉

公
人
ま
た
は
断
続
的
な
奉
公
人
、
い
わ
ゆ
る
「
日
割
奉
公
人
」
も
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
（
文
部
省
史
料
舘
佐
藤
家
文
繋
「
万
書
留
帳
」
）
。
こ
の
例
は
す
で
に

「
下
人
」
匡
奉
公
人
払
底
の
状
況
を
添
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
　
こ
の
よ
う
に
ま

ち
ま
ち
な
奉
公
期
闘
は
手
作
り
経
営
に
と
っ
て
特
に
労
働
力
不
足
を
生
じ
て
不

都
合
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
ま
た
奉
公
人
の
不
足
は
給
料
の
値
上
げ
を
も

た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
つ
ぎ
に
寄
生
地
主
制
が
す
で
に
成
立
し
た
時
期
の
天
保
一
二
年
関
東

稼
ぎ
願
一
札
（
第
8
蓑
第
2
8
例
）
を
み
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
以
書
附
奉
願
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
畑
組
饗
手
村
　
　
清
左
衛
門
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚
　
　
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
為
衛
興
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
留
五
・
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
・
兵
褥
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
才
　
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
吉
　
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
隔
、
　
　
　
　
昊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磐
　
　
　
　
↓
痒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
　
八
　
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
留
　
　
六

　
右
者
近
年
関
東
稼
流
行
致
重
年
候
も
．
の
又
春
楽
節
後
れ
二
帰
園
［
い
た
し
候
者

　
等
有
之
、
其
上
外
稠
之
悪
風
俗
ヲ
学
ひ
頭
立
候
奢
は
異
見
等
も
致
候
へ
露
虫

　
入
端
、
且
又
窯
業
を
き
ら
い
当
風
二
身
聞
敷
余
業
等
い
た
し
候
春
澗
々
有
之

　
ユ
付
、
村
々
二
お
み
て
上
田
畑
等
有
之
惣
被
及
御
概
此
度
関
東
稼
皆
面
差
留

　
被
仰
付
承
知
奉
畏
候
得
共
、
貧
窮
之
私
共
二
候
ヘ
ハ
冬
中
農
業
の
手
透
二
関

　
東
乗
艦
御
上
納
助
二
も
緯
度
間
御
聞
済
穿
下
鷹
候
上
掛
来
卯
之
二
月
認
り
帰

　
園
可
仕
候
、
曳
網
背
候
ハ
・
何
様
二
も
主
翼
面
立
候
、
且
又
先
々
二
お
み
て

　
何
様
之
悪
事
等
仕
出
候
と
も
村
詣
カ
バ
不
上
申
村
役
人
中
二
も
決
撒
御
　
難
　
趣
耀

　
懸
申
聞
敷
候
、
依
之
親
組
合
連
印
一
脱
差
上
申
処
如
件
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天
工
十
二
寅
年

　
　
り
　
　
　
　
ほ

　
　
↓
月
」
「
日

　
高
畑
組

　
警
手
村

　
酵
孟
鰺
樽
予

　
宅
ソ
｛
一
　
「

　
　
　
　
甚
左
衛
門

（
他
八
名
連
名
略
之
）

（
親
組
合
一
五
名
連
名
略
之
）

　
　
　
　
　
村
役
中

文
頭
の
七
名
の
出
稼
人
が
文
尾
で
は
九
名
に
な
っ
て
い
る
の
は
控
の
文
書
だ
か

ら
不
完
全
な
ま
ま
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
近
年
「
流
行
」
し
て
い
る
関

東
稼
ぎ
は
冬
挙
か
ぎ
り
の
半
季
奉
公
だ
け
で
な
く
、
重
年
に
お
よ
ぶ
者
や
農
耕

の
時
節
に
お
く
れ
て
帰
る
蒋
が
あ
り
、
し
か
も
他
国
の
悪
稠
に
そ
ま
り
村
の
長

老
の
意
兇
も
き
か
ず
農
業
を
き
ら
っ
て
余
業
に
走
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
結
果

村
々
に
「
上
田
畑
」
1
1
手
余
り
地
が
生
じ
て
い
る
。
　
娼
稼
ぎ
の
発
展
は
重
大
な

農
村
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
此
度
関
東
翌
翌
御
駅
留
偏
と
い

う
非
常
描
羅
が
と
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
一
札
は
宛
名
と
内
容
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
村
役
人
へ
嵐
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
措
概
は
領
主
で
は
な

く
村
役
人
層
（
鎚
地
主
層
）
が
と
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
冬
黍
幽

稼
ぎ
は
こ
の
よ
う
に
親
組
合
連
判
の
一
札
を
と
っ
て
許
可
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
領
主
の
触
書
の
廻
っ
た
文
政
五
年
に
も
岩
手
村
五
兵
衛
他
三
名
の
も
の
が

「
二
朱
二
月
彼
岸
を
限
り
右
之
者
帰
国
為
仕
農
業
相
懸
可
申
候
漏
と
一
札
を
入

れ
て
半
季
奉
公
に
幽
て
い
る
（
第
8
表
第
2
7
例
）
。
　
寄
生
地
主
制
下
の
農
業
に

乏
っ
て
来
春
畏
耕
の
は
じ
ま
る
時
節
に
お
く
れ
な
け
れ
ば
、
冬
季
農
閑
期
だ
け

の
出
稼
ぎ
な
ら
許
可
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
取
り
し
ま
り
が
厳
し
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
願
い
鐵
て
い
る
の
で
あ
る
。
藻
た
こ
こ
で
手
余
り
地
を
生
ず
る
に
い
た
っ

て
事
実
上
さ
し
と
め
ら
れ
た
関
東
稼
ぎ
は
、
農
業
過
剰
人
潤
以
上
の
、
重
年
に

お
よ
ん
だ
り
時
節
お
く
れ
に
帰
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
が
、
醤
じ
重
年
に
お
よ

ぶ
鵬
稼
ぎ
で
も
、
耕
作
に
さ
し
つ
か
え
の
な
い
か
ぎ
り
で
は
離
村
は
み
と
め
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
う
し
た
過
剰
人
口
は
濃
村
内
に
滞
留
し
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
右
の
例
は
出
稼
ぎ
の
発
展
の
な
か
で
、
そ
れ
ら
が
放
出
さ

れ
つ
く
し
た
う
え
で
の
問
題
と
し
て
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
地
主
手
作
り
経
営
に
あ
っ
て
は
、
轟
稼
ぎ
に
よ
る
奉
公
人
の
払
底

お
よ
び
雇
傭
期
間
の
短
期
化
な
い
し
断
続
化
は
、
そ
の
比
較
的
大
規
模
な
経
営

維
持
の
直
接
的
障
害
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
冬
季
農
閑
期
に
も
一
定
の
．
羅
傭
労
働

力
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
塞
源
奉
公
の
許
容
度
も
寄
生
地

主
よ
り
せ
ま
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
奉
公
人
の
不
足
が
奉
公
人
給
銀
の

値
上
り
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
寄
生
地
主
は
、
小
作
人
に
経
営
を
一
任
し
小
作
料
収
取
（
お
よ
び
時
に
は

い
く
ら
か
の
無
償
労
働
の
確
保
）
を
要
求
す
る
だ
け
の
関
係
か
ら
し
て
、
出
稼

ぎ
と
の
矛
盾
・
対
立
は
手
作
り
経
鴬
の
場
合
ほ
ど
直
接
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
小

作
人
の
出
稼
ぎ
に
よ
る
貨
幣
取
得
は
地
主
の
高
率
小
作
料
収
取
を
胃
能
な
ら
し

め
る
一
要
因
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
寄
生
地
穏
当
の
方
が
地
主
手

作
り
経
営
よ
り
娼
稼
ぎ
に
対
す
る
適
応
度
の
筒
い
農
業
経
営
形
態
で
あ
る
と
考
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え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
出
稼
ぎ
の
一
般
的
形
成
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
地
主
手

作
り
経
鴬
段
階
か
ら
寄
生
地
虫
制
段
階
へ
の
転
換
が
み
ら
れ
、
寄
生
地
主
制
段

階
の
成
立
に
よ
っ
て
臨
稼
ぎ
の
一
般
的
形
成
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

④
質
地
騒
動
の
農
民
の
要
求
を
示
す
史
料
と
し
て
、
享
保
七
年
十
月
の
質

　
置
人
よ
り
の
歎
願
書
を
引
用
す
る
。
「
（
質
地
に
出
し
た
）
右
田
地
全
く
手

　
前
二
無
口
根
働
可
申
方
便
繋
て
無
御
座
候
、
蓋
分
飢
命
を
送
り
申
計
の
仕

　
合
二
御
座
候
故
、
乍
此
上
以
還
慈
悲
瓦
之
質
田
地
手
前
に
て
耕
作
支
醜
等

　
仕
候
様
被
成
下
候
ハ
ぐ
、
右
働
を
以
欝
金
元
利
御
定
め
之
通
り
済
崩
し
急

　
血
相
立
一
岡
当
地
二
坂
付
巾
候
誌
面
佳
度
奉
願
上
商
口
。
　
な
お
「
享
保
七

　
貰
年
質
澱
人
共
質
地
の
儀
二
付
馬
談
之
筋
」
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
趣
旨
の
要

　
求
が
記
さ
れ
て
い
る
（
門
中
頸
城
郡
誌
』
第
二
巻
九
闘
照
～
五
頁
、
あ
る

　
い
は
冊
小
作
騒
動
に
関
す
る
史
料
集
』
一
一
〇
～
一
頁
）
。

⑤
　
五
力
年
所
根
限
読
切
の
一
例
（
第
8
表
第
2
例
）
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　
差
上
碓
烈
ケ
年
所
根
眼
之
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
骨
八

　
一
、
頸
城
郡
下
美
守
郷
岩
手
村
門
左
衛
門
子
浅
右
エ
門
儀
、
身
上
不
罷
成

　
　
候
二
付
当
二
月
江
戸
衷
江
罷
繊
商
奉
公
仕
候
二
付
此
度
所
根
限
仕
候
内

　
　
侮
二
二
悔
何
様
背
戸
御
座
候
共
構
無
御
座
候
、
勿
論
五
ケ
年
過
来
ル
午

　
　
年
迄
先
様
二
三
悪
事
等
茂
不
知
首
尾
能
絹
勤
罷
帰
居
村
住
鵜
仕
度
之
旨

　
　
相
廉
嫉
候
ハ
、
樽
貼
エ
丁
弥
A
口
弥
絹
違
茂
蕪
…
御
座
候
ハ
、
御
三
醜
・
田
」
上
三
指
岡
脇
仏

　
　
第
二
可
佳
騰
一
、
為
…
後
日
五
ケ
年
所
辮
｛
鰻
三
二
山
叉
差
上
厳
・
候
、
以
上

　
　
　
　
享
保
十
九
年
　
　
　
　
　
　
下
美
守
郷
鰹
手
村

　
　
　
　
　
　
　
寅
三
月
　
　

願
入
門
左
衛
門
（
印
）

御
役
所

庄岡組同五親．
　　　　入
醗　頭　紙類

儀
右
衛
門
（
印
）

安
兵
衛
（
印
）

勘
右
衛
門
（
口
錘
）

仁
」
兵
衛
（
印
）

安
左
衛
門
（
印
）

友
右
衛
門
（
印
）

　
　
晶
肘
勲
旧
識
｝
雌
吟
味
什
［
焔
W
違
艦
…
御
座
い
候
、
奉
願
候
涌
　
嵐
ケ
年
所
根
限
晶
徴
倫
押
付

　
　
菖
蒲
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楡
井
美
右
衛
門

⑥
出
奔
届
の
一
例
（
第
8
表
第
9
例
）
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　
以
書
村
御
霊
申
上
灘

　
　
、
岩
手
組
黒
岩
村
杢
右
遊
説
隆
昌
右
衛
門
儀
、
当
跳
月
廿
九
臼
夜
風
と

　
　
宿
を
罷
購
何
方
へ
参
候
哉
行
衛
知
不
申
二
付
、
方
肉
絹
尋
候
爵
共
行
衛

　
　
報
知
不
ゆ
、
依
腰
当
注
進
申
上
候
、
以
上

窯
暦
三
年
鷺
三
月

岩
手
二
黒
君
村

　
　
願

　
　
　
　
入

　
　
　
　
頭

　
　
組

　
　
醗

　
　
同

　
　
同

　
　
庄
　
屋

　
　
岡

津
右
衛
門
（
印
）

与
五
右
衛
門
（
印
）

庄
左
衛
門
（
印
）

吉
右
衛
門
（
印
）

幸
左
衛
門
（
麟
）

権
膚
衛
門
（
印
）

佐
五
右
徳
業
（
印
）

⑦
出
奔
人
帰
村
願
の
一
例
（
第
8
表
第
二
例
）
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　
乍
恐
以
需
付
奉
願
上
候

　
一
、
居
手
組
狸
平
村
蕪
五
右
衛
門
子
蕪
七
儀
、
寅
二
月
風
と
綴
佳
同
寅
三
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月
御
注
進
申
上
候

右
之
港
上
州
前
橋
御
城
下
へ
罷
越
奉
公
稼
仕
先
方
無
陸
相
勤
当
七
月
中

轍
n
山
村
二
身
養
方
逡
罷
…
帰
り
当
村
へ
立
帰
り
二
一
羅
仕
度
段
枳
願
蜘
・
二
二

付
、
先
方
之
様
子
委
細
吟
味
仕
候
所
奉
公
仕
候
内
悪
事
等
も
不
仕
何
之

指
障
り
鞭
…
御
　
隙
｝
候
、
依
之
狸
平
村
へ
呼
㎡
藍
碧
当
為
月
片
山
皮
奉
・
願
候
、
姉
玉
響
　

付
被
下
直
三
春
難
窟
奉
存
候
、
以
上

宝
騰
＋
年
忌
八
月

賢
手
組
狸
平
村

　
　
心
願
入

　
　
組
　
頭

　
　
同

　
　
陶

　
　
庄
　
屋

上
五
右
衛
門
（
印
）

甚
右
衛
門
（
印
）

四
右
衛
門
（
印
）

祐
右
衛
門
（
印
）

七
右
衛
門
（
印
）

⑧
　
第
2
衷
で
は
腿
拝
絹
雨
戸
鳥
人
貸
一
六
〇
人
の
う
ち
四
三
人
が
離
村
し
、

　
の
こ
り
一
一
七
人
が
在
村
入
拠
で
あ
る
が
、
明
治
照
年
五
人
組
帳
で
は
一

　
三
八
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
在
村
入
口
に
一
年
ち
が
い
で
一
二
人
の
差
が

　
あ
る
の
は
、
　
一
つ
に
は
壬
申
戸
籍
作
成
に
際
し
て
か
な
り
厳
蜜
な
調
査
が

　
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
ま
た
当
時
の
雨
重
留
・
出
稼
入
の
全
部

　
が
五
人
綿
帳
で
帳
は
ず
れ
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

　
る
。
つ
ま
り
盛
人
玉
帳
に
よ
る
第
9
表
で
は
出
稼
人
の
う
ち
帳
は
ず
れ
の

　
看
の
変
化
だ
け
が
あ
ら
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四

　
新
潟
の
宿
雨
地
方
を
例
と
し
て
出
稼
ぎ
労
働
の
明
治
初
年
の
存
在
形
態
と
近

世
後
期
に
お
け
る
形
成
過
程
を
、
と
く
に
農
業
構
造
と
の
関
係
に
主
点
を
お
い

て
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　
頸
城
地
方
は
、
米
作
単
作
地
域
と
し
て
米
作
農
業
が
ほ
、
と
ん
ど
唯
一
の
産
業

で
あ
り
、
豪
欝
の
な
か
の
永
い
冬
の
農
閑
期
を
も
つ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
そ

の
米
作
農
業
に
お
い
て
一
九
世
紀
に
は
い
る
頃
に
は
寄
生
地
主
制
が
体
制
的
に

成
立
し
て
、
幕
末
・
維
新
期
に
は
地
主
と
小
作
の
ほ
と
ん
ど
全
一
的
な
関
係
を

特
徴
と
す
る
農
業
構
造
が
で
ぎ
あ
が
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
小
作
人
は
家
族

労
働
に
よ
る
小
規
模
な
農
業
経
営
を
い
と
な
み
、
物
納
小
作
料
の
存
在
に
よ
っ

て
一
毅
に
農
業
硬
で
簡
贔
貨
幣
市
場
か
ら
き
り
は
な
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
小
作
農
罠
は
、
一
方
で
そ
の
小
さ
な
経
営
規
模
に
あ
ま
る
労
働
力
を
農

業
外
へ
放
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
小
作
人
の
耕
作
規
模
が
小
さ
い
ほ

ど
、
ま
た
家
族
労
働
力
が
多
い
ほ
ど
放
出
さ
れ
る
余
薫
労
働
力
数
は
多
く
な
っ

て
い
る
。
他
方
で
は
小
作
経
営
は
、
改
良
酒
量
や
金
肥
の
使
用
に
よ
っ
て
到
達

し
た
一
定
の
生
産
力
水
準
を
基
礎
に
し
て
は
じ
め
て
再
生
産
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
経
営
で
あ
る
か
ら
、
本
来
そ
う
し
た
生
産
手
段
を
購
入
す
る
た
め
の
農
民

的
商
撮
経
済
を
前
提
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
ま
た
米
作
に
専
業
化
し
た
こ

の
地
域
で
は
米
と
少
々
の
自
給
作
物
以
外
の
日
常
生
活
必
需
贔
も
購
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
小
作
経
営
に
お
け
る
余
剰
労
働
力
の
放
出
と
そ
れ
に
よ
る
貨
幣
取

得
が
必
然
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
地
域
の
ぞ
と
の
何
十
里

も
は
な
れ
た
他
生
（
こ
こ
で
は
関
東
地
方
な
ど
）
に
も
と
め
ら
れ
た
。
し
た
が
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つ
て
擾
業
余
瑚
労
働
力
の
放
出
睦
脱
農
化
は
離
村
H
鐵
稼
ぎ
形
態
で
お
こ
な
わ

れ
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
貨
幣
収
入
を
は
か
る
た
め
に
出
稼
ぎ
は
一
時
的
・
回

帰
的
離
村
を
本
来
的
形
態
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
こ
の
地
域
で

は
農
耕
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
冬
季
農
閑
期
の
出
稼
ぎ
が
特
徴
酌
に
展
開
し
て

い
る
。
こ
5
し
て
農
民
は
小
作
人
と
し
て
農
業
函
で
寄
生
地
主
制
の
も
と
に
演

給
酌
経
済
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
農
業
外
で
出
稼
ぎ
労
働
者
と
し
て
商

晶
貨
幣
市
場
に
参
加
し
て
い
る
。
農
工
分
離
が
不
完
全
な
ま
ま
で
小
作
経
営
と

出
稼
ぎ
労
働
と
は
な
れ
が
た
く
結
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
頸
城
米
作

単
作
地
域
に
お
け
る
幕
末
・
維
新
期
の
農
民
層
分
解
の
特
微
的
形
態
で
あ
り
、

出
稼
ぎ
労
働
と
い
う
特
殊
な
労
働
形
態
は
こ
う
し
た
特
殊
な
農
民
周
分
解
形
態

の
な
か
で
特
徴
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
繊
稼
ぎ
労
働

の
発
生
は
、
頸
城
地
方
で
は
一
八
世
紀
前
期
に
あ
た
る
地
主
手
作
り
経
鴬
段
階

の
農
民
願
分
解
の
な
か
で
み
ら
れ
、
か
つ
展
開
し
て
い
る
が
、
一
般
的
に
形
成

さ
れ
る
の
は
一
九
世
紀
に
は
い
る
頃
か
ら
で
あ
り
、
寄
生
地
主
制
の
成
立
と
時

期
を
問
じ
く
し
て
い
る
。
こ
れ
は
年
季
奉
公
人
な
ど
の
労
働
力
を
雇
傭
す
る
地

主
手
作
り
経
営
形
態
に
く
ら
べ
て
、
小
作
農
民
に
経
営
を
一
任
し
小
作
料
収
取

だ
け
を
冒
的
と
す
る
寄
生
地
主
制
の
経
営
形
態
の
方
が
出
稼
ぎ
に
対
す
る
適
応

度
が
よ
り
高
い
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
出
稼
ぎ
労
働
は
本
来
褒
工
分
離
の
不
完
全
な
段
階
に
お
け
る
脱
農
民

化
の
一
特
殊
形
態
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
農
業
薗
で
支
障
を
も
た
ら
さ
な
い
限

度
内
で
許
容
さ
れ
る
と
い
う
せ
ま
い
限
界
を
も
つ
た
脱
農
化
現
象
で
あ
る
。
だ

か
ら
近
世
に
あ
っ
て
は
、
た
ん
に
農
民
の
土
地
緊
縛
の
基
本
政
策
が
あ
る
か
ら

で
な
く
、
手
作
り
経
営
の
奉
公
人
が
払
底
し
、
ま
た
寄
生
地
主
制
の
も
と
で
も

手
余
り
地
が
生
じ
た
り
農
属
が
余
業
に
走
る
傾
向
が
生
ず
る
こ
と
か
ら
も
、
村

役
入
（
髄
地
主
）
や
領
主
の
き
び
し
い
規
制
が
く
わ
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
な
か
で
展
開
す
る
農
斑
の
出
稼
ぎ
労
働
は
一
般
に
不
法
行
為

と
し
て
の
欠
落
・
寒
寒
形
式
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
冬
季
だ
け
の
編
稼
ぎ

は
幕
末
期
に
は
制
限
令
や
禁
止
令
の
鴇
た
年
で
も
と
く
に
許
可
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
農
業
労
働
力
の
不
足
、
耕
地
の
荒
廃
を
も
た
ら
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
も
繊
稼
ぎ
は
幕
末
・
維
新
期
に
な
る
ど
か
な
り
さ
か
ん
に
な
っ
て
い

た
。
天
保
期
に
は
実
際
に
季
余
り
地
が
生
じ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ご
く
幕
末
に

な
る
と
女
子
の
幽
稼
ぎ
も
増
加
し
て
い
る
。
と
く
に
さ
か
ん
な
と
こ
ろ
で
は
男

動
と
も
一
五
～
六
歳
に
な
れ
ば
田
稼
ぎ
に
行
く
の
が
当
然
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
多
数
の
鐵
稼
ぎ
労
鋤
力
1
1
農
業
余
剰
労
働
力
は
、

た
と
え
ぽ
地
主
が
在
村
労
働
力
一
人
隠
り
一
反
歩
、
欝
作
農
民
が
一
反
五
猛
た

が
や
す
と
こ
ろ
を
小
作
農
民
は
二
反
歩
も
た
が
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
出
稼
ぎ
労
働

を
担
当
す
る
の
は
こ
、
三
男
・
娘
（
兄
弟
姉
妹
・
叔
父
叔
母
も
ふ
く
め
て
）
で
、

と
く
に
青
年
層
に
多
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
凝
年
期
に
は
い
る
と
お
そ
ら
く
出
稼
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ぎ
先
な
ど
で
職
を
得
て
独
立
す
る
と
思
わ
れ
る
。
戸
主
や
長
男
の
出
稼
ぎ
も
み

ら
れ
る
が
、
か
れ
ら
は
自
己
の
農
業
経
営
を
ま
も
る
も
の
と
し
て
い
ず
れ
帰
村

す
る
の
が
つ
ね
で
あ
っ
た
。
出
稼
ぎ
は
小
作
農
家
の
二
、
三
男
問
題
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
出
稼
ぎ
の
職
種
は
比
較
的
単
純
な
労
働
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

一
般
的
形
成
期
に
な
る
と
職
人
的
技
術
を
と
も
な
う
労
働
に
従
事
す
る
も
の
が

多
く
な
り
、
　
「
村
」
や
「
郷
」
に
よ
っ
て
技
術
的
職
種
に
地
域
的
特
徴
を
示
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
点
の
考
察
は
不
十
分
に
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
出
稼
ぎ
先
に
お
け
る
労
働
諸
条
件
な
ど
に
つ
い
て
も
わ
れ
わ
れ
の
史

料
で
は
不
明
で
あ
り
、
出
稼
ぎ
労
働
自
体
の
こ
う
し
た
内
容
的
・
質
的
検
討
は

今
後
に
の
こ
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。

執
籔
者
紹
介

牧
　
　
健
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小
　
野
　
和
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浦
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浦
圭
　
一

書
奢
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永
鋼

三
　
島
　
　
格

瀬
　
井
　
　
　
一

礪
　
波
　
　
護

な
お
、

学
助
教
授
偏

龍
谷
大
学
教
授

京
都
大
貫
主
手

書
島
大
学
助
教
授

京
都
大
学
研
審
議

京
都
大
学
研
修
員

石
垣
市
在
住
郷
土
史
家

熊
本
県
荒
尾
鎮
二
中
学
校
勤
務

京
都
大
学
研
修
員

京
都
大
学
大
学
院
学
生

前
琴
「
瀬
原
義
生
　
立
命
館
大
学
講
師
」

　
　
の
誤
り
で
し
た
。

は
「
立
命
館
大
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蜘・毛，． №堰Ei・g・・も…gimp・・ss重・h．七h・t．it　h・d・・ま・嫉・・’S・h・蝋…

came　to　get　no　more　support　of　the　infiuential，　and　it　turned　into

an　underground　fnovement．　And　herein　we　can　find　one　gf　the　rea－

sons　why七he　co甜煎ed　course　of七he　doctorinal．　r6form　si貸ce　Wyclif

was　held　up　as　ear｝y　as　then　in　Eng｝and．

The　Emigrant　Labour　and　the　Tenant　Farmer

　　　　　　　　　　　wi七h　specia．1．．reference七Qκ．～↓制帽p｝ain　Niigαta

　　　　　　　　　　　　　　　　　prefecture新潟県頸城地方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yfiichi　Takazawa

　　This　drticle　concretely　expiains　the　existence　of　emigrant　labor

and　its　combinic　tion　with　tenant　farming　in　the　late　Shogunate　and

early磁翅明治periods，　as　a　Ina七erical　of　the　J〈：t．tbifei出城pla．　in　i11

1＞麗8譲‘z新潟．

　　This　Kubihi　plain　is　a　siRgle－crop　area　of　rice　having　Bo　imporL

ta　・・t　iゆ・t・y・9ed　long　win七・・c・・…cl　witl・　a　h・・vy…wf・1i・・wher・

the　parasitic　｝andlord　system　was　formed　and　emigrant　labor　was

also　early　generalizecl　under　the　strict　regulation　of　lords　about　the

early　nineteenth　century．

　　Tliis　emigrant　labor　was　．brought　on｝y　from　tenant　farmiiig；　a・

tenant　fariner　not　only　operated　his　small　’farm　but　ctu－ried　out

decrease　of　living　subsistence　and　increase　of　monetary　income　by

discharging　surplus　labor　power　such　as　the’second　and　the　third

S・hS七・the　Ka7Zt6関東area　and・七he・S　aS　an　e面gran七．

　　Emigrant　labor，　under　the　specia｝　conditions　of　ringle－crop　of　rice，

Small．@Scale・f　far面ng，　a・）q　paymen七6f・一e・・t　in　kind，　iS七hat　SpeCial

labor　form　except　f一，　rming　which　is　inseparably　related　to　farmin．cr．
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